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加
藤
友
太
郎
（
初
代
陶
壽
：
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
～
大
正
五
年
（
一
九
一
六
））

は
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
国
内
外
の
博
覧
会
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
た
製
陶

家
で
あ
る
。
吹
絵
に
よ
る
濃
淡
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
が
美
し
い
染
付
や
そ
の
他
の
釉
下
彩

（
素
地
の
上
に
図
様
を
ほ
ど
こ
し
て
釉
掛
け
の
後
、
焼
成
す
る
加
飾
技
法
）
に
よ
る
写
実
的

で
繊
細
な
絵
付
け
、「
陶
壽
紅
」
と
称
し
た
磁
器
用
釉
下
彩
の
赤
色
顔
料
の
開
発
な
ど
、
近

代
以
降
に
発
展
し
た
新
し
い
技
法
に
よ
る
す
ぐ
れ
た
作
品
を
遺
し
た
。
現
在
、
当
館
に
は
加

藤
友
太
郎
が
製
作
し
た
と
判
明
す
る
作
品
が
四
件
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の

収
蔵
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
加
藤
友

太
郎
の
製
陶
活
動
に
ふ
れ
て
、
最
後
に
皇
室
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
。

【
収
蔵
品
の
紹
介
】

ま
ず
、
当
館
が
収
蔵
す
る
加
藤
友
太
郎
（
以
下
、
友
太
郎
と
略
す
）
の
作
品
を
製
作
年
代

順
に
み
て
い
く
。
四
件
の
作
品
の
う
ち
一
件
が
明
治
三
十
年
代
、
他
の
三
件
は
友
太
郎
の
晩

年
に
当
た
る
大
正
期
に
製
作
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
作
品
も
展
覧
会
に
発
表
さ
れ
た
年
や
皇
室

に
納
め
ら
れ
た
時
期
が
明
ら
か
な
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
公
的
機
関
が
収
蔵
す
る

友
太
郎
の
作
品
の
数
は
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
拡
充
や
個
人
蔵
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
友
太
郎
の
作
域
を
具
体

的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
註
1
）。
し
か
し
、
公
的
機
関
に
所
蔵
さ

れ
る
わ
ず
か
な
作
例
以
外
は
、
多
く
の
作
品
が
い
つ
頃
に
製
作
さ
れ
た
の
か
明
確
で
は
な

い
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
当
館
収
蔵
品
は
製
作
年
代
を
推
定
す
る
際
の
基
準
作
例
に
な
り
得

る
も
の
で
あ
る
。
な
か
で
も
明
治
三
十
年
代
に
製
作
さ
れ
た
《
玉
蜀
黍
図
花
瓶
》
は
、
わ
が

国
の
近
代
陶
磁
史
を
代
表
す
る
作
例
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
も
た
び
た
び
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

こ
こ
で
は
同
時
代
の
文
献
に
ふ
れ
つ
つ
詳
述
す
る
。

①SZK000447

《
玉
蜀
黍
図
花
瓶
》
一
点
（
図
1
、
2
、
3
）

製
作
年

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）

法
量
（
㎝
）
高
四
八
・
七

口
径
一
八
・
七

胴
径
三
一
・
八

高
台
径
一
七
・
三

銘

染
付
「（
方
形
内
に
）
友
玉
園
陶
壽
製
」

伝
来

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
第
一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
に
て
宮
内
省
買
上
。

箱
書

�（
蓋
表
紙
貼
墨
書
）「
青
華
彫
刻
玉
蜀
黍
圖
花
瓶
」、（
蓋
表
紙
貼
）
①
「
等
級
：
丙
下

品
目
：
花
瓶

番
號
：
第
一
二
號

大
正
十
三
年
八
月
調

侍
従
職
」、
②
「
宮
内

庁
物
品
標
示
票
（
記
載
内
容
省
略
）」

箱
書
（
蓋
裏
墨
書
）
な
し

付
属
品

紫
檀
台
一
点

研
究
ノ
ー
ト 

─ 

当
館
収
蔵
品
に
み
る
加
藤
友
太
郎
と
そ
の
製
陶
活
動
に
つ
い
て

岡 

本

 

隆 

志図1 �加藤友太郎《玉蜀黍図花瓶》 � �
明治34年（1901） 当館収蔵
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本
作
品
は
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
に

お
い
て
、
第
一
類
「
装
飾
を
主
と
せ
る
陶
磁
製
品
」
に
出
品
さ
れ
、
最
高
賞
で
あ
る
一
等
賞

金
牌
を
受
賞
し
た
。
本
作
品
は
同
年
九
月
二
十
六
日
に
会
場
へ
差
遣
さ
れ
た
東
園
基
愛
侍
従

に
よ
っ
て
宮
内
省
御
用
品
に
選
定
さ
れ
た
（
註
2
）。
そ
れ
に
先
立
つ
同
年
九
月
二
十
二
日
に

行
わ
れ
た
褒
賞
贈
与
式
で
は
、
最
高
位
の
受
賞
者
で
あ
る
友
太
郎
が
出
品
人
総
代
と
し
て
答

辞
を
述
べ
た
（
註
3
）。

本
共
進
会
で
の
最
高
位
受
賞
は
友
太
郎
の
履
歴
の
中
で
も
重
要
な
事
績
で
、
同
時
代
の
文

献
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
作
品
評
価
の
点
で
も
、
本
作
品
が
友
太
郎
の
作
歴
の
中
で
最
も
高

い
評
価
を
得
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
受
賞
の
理
由
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
褒

賞
贈
与
式
の
際
に
審
査
総
長
を
務
め
た
男
爵
金
子
堅
太
郎
の
稟
請
に
み
ら
れ
る
「
東
京
府
は

従
来
美
術
の
應
用
を
試
み
た
る
も
の
多
か
り
し
も
其
結
果
猶
ほ
不
充
分
の
憾
を
免
れ
ざ
り
し

が
今
回
の
出
品
は
稍
進
歩
し
て
其
一
二
は
殆
ど
成
功
に
達
し
た
る
も
の
あ
り
」
と
い
う
文
言

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
東
京
府
で
製
作
さ
れ
た
陶
磁
作
品
は
「
美
術
の
應
用
を
試
み
た
る
も

の
」
が
「
不
充
分
」
で
あ
っ
た
が
、
本
共
進
会
の
出
品
の
中
で
そ
れ
に
ほ
ぼ
成
功
し
た
作
品

が
友
太
郎
の
《
玉
蜀
黍
図
花
瓶
》
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
そ
の
「
美
術
の

應
用
」
と
は
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
類
「
装
飾
を
主
と
せ
る
陶

磁
製
品
」
の
審
査
主
任
を
務
め
た
前
田
香
雪
は
、
審
査
報
告
の
な
か
で
東
京
府
の
出
品
者
の

第
一
と
し
て
井
上
治
兵
衛
と
と
も
に
友
太
郎
の
名
前
を
挙
げ
、
本
作
品
を
次
の
よ
う
に
評
し

た
（
註
4
）。

�

其
二
は
彫
刻
青
華
磁
玉
蜀
黍
圖
の
大
花
瓶
な
り

圖
様
剛
勁
に
し
て
彫
刻
も
亦
巧
み
に

稜
角
を
設
け
ず
用
刀
隠
優
に
し
て
充
分
雅
趣
を
保
た
し
め
た
り

太
き
茎
廣
き
葉
熟
し

た
る
實
尋
ぬ
る
蝶
皆
眞
様
を
失
は
ざ
る
も
寫
生
一
遍
に
傾
か
ず
し
て
畫
の
範
囲
を
超
脱

せ
ざ
る
は
筆
者
の
用
意
を
見
る
に
足
る

全
体
の
形
状
に
於
て
も
亦
間
然
す
る
處
な
く

釉
色
玲
瓏
些
の
窮
状
な
き
も
の
は
全
く
火
度
宜
し
き
を
得
た
る
研
磨
の
結
果
に
し
て
焼

成
の
巧
妙
熟
達
を
表
明
し
て
餘
り
あ
り
と
い
ふ
べ
し

香
雪
が
本
作
品
の
優
れ
た
点
と
し
て
挙
げ
た
箇
所
は
以
下
の
三
点
に
要
約
さ
れ
る
。

一
、
彫
刻
は
鋭
利
で
は
な
く
微
妙
な
凹
凸
を
ほ
ど
こ
し
雅
趣
が
あ
る

二
、�

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
虫
の
絵
付
け
は
、
創
意
を
加
え
な
が
ら
単
な
る
写
生
に
留
ま
ら
な

い
絵
画
的
な
趣
を
残
し
て
い
る

三
、�
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
器
形
と
と
も
に
、
美
し
く
輝
く
釉
色
か
ら
焼
成
技
術
が
極

め
て
優
れ
て
い
る
点
が
う
か
が
え
る

各
要
素
か
ら
作
品
の
細
部
を
み
て
い
く
と
、
ま
ず
彫
刻
は
色
付
け
さ
れ
て
い
る
た
め
に
目

立
た
な
い
が
、
釉
下
彩
の
黄
色
で
着
彩
さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
の
部
分
は
一
粒
ず
つ
立

体
的
に
薄
い
陽
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）。
ま
た
、
実
を
包
む
皮
に
も
極
細
の
浅

図2 《玉蜀黍図花瓶》 銘

図3 《玉蜀黍図花瓶》 部分
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い
線
刻
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
染
付
で
線
描
き
さ
れ
て
い
る
。
葉
の
表
面

が
め
く
れ
て
い
る
箇
所
で
は
磁
土
を
盛
り
上
げ
て
、
そ
の
様
子
を
立
体
的
に
表
す
。
い
ず
れ

の
箇
所
も
指
で
触
れ
て
わ
ず
か
に
感
じ
と
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
じ
つ
は
絵
付
け
さ
れ
た

す
べ
て
の
部
分
に
盛
り
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
器
形
の
外
観
を
損
な
わ
な
い
程
度
の
ご
く

わ
ず
か
な
彫
刻
が
本
作
品
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
特
異
な
技
法
は
、
友
太
郎
が
明
治

三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
開
発
し
た
平
面
耐
広
象
嵌
法
（
資
料
1
参
照
）
を
用
い
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。
絵
付
け
は
染
付
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
が
釉
下
彩
で
描
か
れ
て
い
る
。

花
瓶
全
体
に
図
様
を
配
す
る
よ
う
に
、
花
瓶
の
裾
で
一
カ
所
に
ま
と
め
ら
れ
た
三
本
の
茎
が

胴
か
ら
肩
に
向
か
っ
て
葉
や
実
を
つ
け
な
が
ら
広
が
っ
て
い
く
。
染
付
は
葉
の
表
裏
で
濃
淡

や
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
変
化
を
ほ
ど
こ
す
一
方
、
葉
脈
や
輪
郭
の
曲
線
は
太
く
濃
色
の
線
を

引
い
て
大
胆
に
目
立
た
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
釉
下
彩
に
よ
る
赤
紫
色
の
細
い
線
描

を
重
ね
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
ひ
げ
や
、
ト
ン
ボ
は
繊
細
な
筆
致
で
写
実
的
に
描
か
れ
て
い

る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
実
や
ト
ン
ボ
の
体
色
の
黄
色
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
に

飛
鳥
井
孝
太
郎
ら
が
開
発
し
た
こ
と
に
よ
り
「
飛
鳥
井
黄
」
と
呼
ば
れ
た
、
フ
ェ
ル
グ
ソ
ナ

イ
ト
鉱
石
が
呈
色
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
（
註
5
）。
こ
の
よ
う
な
図
様
配
置
と
描
法
に

お
け
る
粗
密
の
両
方
を
そ
な
え
た
絵
付
け
は
、
た
し
か
に
そ
れ
ま
で
の
日
本
陶
磁
に
は
な
い

表
現
で
あ
っ
た
。
焼
成
に
つ
い
て
は
、
精
練
さ
れ
た
素
地
の
白
さ
、
微
妙
な
濃
淡
の
あ
る
染

付
や
釉
下
彩
の
色
調
を
鮮
や
か
に
み
せ
る
釉
薬
の
透
明
度
の
高
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
す
ぐ
れ
た
特
徴
が
一
つ
の
作
品
の
中
に
凝
縮
さ
れ
て
い
る
点
で
、
本
作
品
は
群
を
抜
い
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。

友
太
郎
は
、
本
共
進
会
の
前
年
の
一
九
〇
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
に
も
出

品
し
て
お
り
、
銀
牌
を
受
賞
し
て
い
る
。
写
真
資
料
か
ら
う
か
が
え
る
同
博
覧
会
に
出
品
さ

れ
た
日
本
陶
磁
の
多
く
は
、
器
形
は
本
作
品
と
は
異
な
り
、
本
作
品
よ
り
狭
い
口
縁
と
短
い

頸
部
あ
る
い
は
細
長
い
鶴
首
と
し
て
、
張
り
出
し
た
肩
か
ら
裾
ま
で
を
窄
ま
り
の
少
な
い
形

状
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
（
註
6
）。
ま
た
、
絵
付
け
は
写
実
的
な
植
物
図
様
で
あ
る
が
、
縦

長
の
器
形
に
合
わ
せ
て
垂
直
方
向
に
描
か
れ
て
お
り
、
平
板
な
印
象
を
与
え
る
。
そ
れ
に
比

べ
る
と
、
本
作
品
で
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
茎
は
斜
め
方
向
に
伸
び
て
お
り
、
葉
は
張
り
出
し

た
胴
部
を
広
く
用
い
て
横
方
向
に
配
さ
れ
て
い
る
。
葉
の
描
写
は
、
緩
や
か
な
曲
線
を
描
き

な
が
ら
前
後
に
重
な
り
合
っ
て
空
間
的
な
奥
行
き
を
生
み
出
し
、
染
付
の
濃
淡
も
相
ま
っ
て

図
様
自
体
に
も
動
的
な
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
様
式
の
全
盛
期
を

迎
え
た
一
九
〇
〇
年
パ
リ
万
博
で
は
、
日
本
陶
磁
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
側
の
評
価
は
低
調
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
受
け
た
新
た
な
試
み
と
し
て
、
前
述
し
た
特
徴
を
示

す
友
太
郎
の
本
作
品
は
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

②SZK000448

《
青
磁
雲
龍
透
彫
花
瓶
》
一
点
（
図
4
、
5
、
6
、
7
、
8
）

製
作
年

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

法
量
（
㎝
）
高
二
六
・
五

奥
行
一
三
・
〇

幅
一
三
・
〇

銘

染
付
「（
方
形
内
に
）
友
玉
園
陶
壽
製
」

伝
来

�

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
一
月
、
日
本
美
術
協
会
第
五
十
一
回
美
術
展
覧
会
に
て

宮
内
省
買
上
。

箱
書

�（
蓋
表
墨
書
）「
青
磁
雲
龍
透
彫
花
瓶
」、（
蓋
表
紙
貼
）
①
「
丙
下

花
瓶

第
三
三

號

大
正
十
三
年
八
月
調

侍
従
職
」、
②
「
丙
下

一
二
一
」

箱
書

�（
蓋
裏
墨
書
）「
友
玉
園
陶
壽
製
（
白
文
方
印
「
陶
壽
」）」、（
蓋
裏
紙
貼
墨
書
）「
大

正
二
年
十
一
月

日
本
美
術
協
會
御
用
品
」

図4 �加藤友太郎《青磁雲龍透彫花瓶》
大正2年（1913） 当館収蔵
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③�SZK002519

《
東
京
名
勝
図
・
萬
歳
楽
図
衝
立
》
の
う
ち
「
芝
区
芝
浦
」
扇
面
形
磁
板

一
点
（
図
9
、
10
、
11
）

製
作
年

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

法
量
（
㎝
）�
最
大
縦
一
六
・
五

最
大
幅
三
六
・
三

厚
み
〇
・
五
（
地
板
か
ら
浮
き
上
が
っ

た
部
分
を
計
測
）

銘

染
付
「（
方
形
内
に
）
陶
壽
」

伝
来

�

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
の
大
礼
に
つ
き
東
京
市
よ
り
東
京
美
術
学
校
へ
依
嘱
製

作
。
東
京
市
よ
り
献
上
。

箱
書

な
し

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
行
わ
れ

た
大
正
天
皇
の
即
位
式
を
祝
い
、
東
京

市
か
ら
献
上
さ
れ
た
木
製
衝
立
。
製
作

は
東
京
美
術
学
校
に
委
嘱
さ
れ
、
東
京

市
内
十
五
区
そ
れ
ぞ
れ
の
名
勝
図
を
陶

磁
、
漆
工
、
金
工
、
七
宝
、
木
彫
、
牙

彫
、
木
工
な
ど
様
々
な
素
材
の
工
芸
技

法
に
よ
っ
て
表
さ
れ
た
扇
面
形
に
し
て

木
地
に
嵌
め
込
み
、
中
央
に
は
紙
本
に

彩
色
さ
れ
た
手
書
き
の
東
京
市
の
地
図

（
縮
尺
二
万
分
の
一
）
が
貼
り
込
ま
れ

た
（
註
11
）。
衝
立
の
裏
面
に
は
綴
織
地

に
小
堀
鞆
音
に
よ
る
原
画
を
も
と
に
即

位
を
祝
う
萬
歳
楽
の
演
者
が
刺
繍
で
表

さ
れ
て
い
る
。
友
太
郎
は
扇
面
形
十
五

面
の
う
ち
芝
区
芝
浦
を
担
当
、
扇
面
形

は
左
側
の
上
か
ら
三
番
目
に
貼
り
込
ま

れ
た
。
下
絵
は
東
京
藝
術
大
学
に
現
存

し
て
お
り
、
友
太
郎
の
銘
で
あ
る
「
陶

壽
」
ま
で
描
き
込
ま
れ
て
い
る
（
註
12
）。

扇
面
形
製
作
に
は
、
陶
磁
の
分
野
か
ら

友
太
郎
の
ほ
か
板
谷
波
山
が
参
加
し
て

お
り
、
波
山
は
得
意
と
す
る
彫
刻
で
は

な
く
釉
下
彩
だ
け
で
浅
草
観
音
堂
を
描

い
た
。
線
描
を
用
い
て
情
景
を
細
か
く

描
写
す
る
友
太
郎
に
対
し
て
、
波
山
は

水
彩
画
の
よ
う
な
淡
い
色
調
で
ス
ケ
ッ

チ
の
よ
う
に
描
い
て
お
り
、
両
者
の
画

風
に
は
大
き
な
相
違
が
あ
る
。
作
品
全

図9 �《東京名勝図・萬歳楽図衝立》 �
大正4年（1915） 当館収蔵

図11 �《東京名勝図・萬歳楽図衝立》の�
うち「芝区芝浦」扇面形磁板 銘

図10 �加藤友太郎《東京名勝図・萬歳楽図衝立》のうち�
「芝区芝浦」扇面形磁板
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体
の
図
案
は
図
案
家
の
島
田
佳
矣
が
担
当
し
て
い
る
が
、
扇
面
形
に
よ
っ
て
は
島
田
で
は
な

く
作
者
自
身
が
下
絵
を
描
い
た
と
み
ら
れ
る
。
友
太
郎
の
工
房
は
専
門
の
絵
付
師
を
抱
え
て

い
た
の
で
、
本
作
品
で
は
下
絵
の
段
階
か
ら
染
付
や
釉
下
彩
の
特
性
を
理
解
す
る
絵
付
師
が

描
い
た
可
能
性
が
高
い
。

本
作
品
で
は
扇
面
形
の
磁
板
に
芝
浦
か
ら
東
京
湾
を
望
む
景
色
が
染
付
と
釉
下
彩
に
よ
っ

て
表
さ
れ
て
い
る
。
手
前
の
竹
垣
と
松
越
し
に
望
む
春
の
海
に
は
染
付
の
淡
い
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
画
面
左
下
に
は
釉
下
彩
の
黒
色
で
横
浜
方
面
へ
向
か
う
蒸
気

機
関
車
、
右
上
の
海
上
に
は
三
つ
の
台
場
、
蒸
気
船
が
配
さ
れ
て
い
る
。
上
方
に
は
友
太
郎

が
陶
壽
紅
と
名
付
け
た
釉
下
彩
の
朱
色
で
濃
淡
を
つ
け
た
太
陽
が
表
さ
れ
て
い
る
。
満
開
の

桜
は
ピ
ン
ク
色
、
竹
垣
や
台
場
の
芝
は
黄
緑
色
、
右
下
の
霞
は
黄
土
色
の
釉
下
彩
、
海
上
に

浮
か
ぶ
船
の
帆
、
鳥
、
桜
花
の
一
部
は
、
白
の
イ
ッ
チ
ン
盛
り
で
表
さ
れ
て
い
る
。
松
の
描

写
で
は
、
薄
い
染
付
で
松
樹
の
形
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
上
か
ら
濃
い
染
付
で
樹
皮
や
葉
、
釉
下

彩
の
黒
色
で
蒸
気
機
関
車
や
船
、
台
場
を
細
か
く
描
い
て
お
り
、
あ
ら
か
じ
め
図
様
の
構
図

を
決
め
て
計
画
通
り
に
絵
付
け
を
進
め
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

器
物
で
は
な
い
平
面
の
磁
板
は
友
太
郎
の
作
品
の
な
か
で
は
珍
し
く
、
他
の
作
例
と
し
て

は
前
述
し
た
《
綵
観
》
の
な
か
の
「
金
魚
図
磁
板
」
が
紹
介
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
。
本
作
品

が
完
成
し
た
翌
年
二
月
に
友
太
郎
は
亡
く
な
る
が
、
春
の
穏
や
か
な
海
景
を
通
じ
て
、
友
太

郎
の
代
名
詞
と
も
言
う
べ
き
陶
壽
紅
、
染
付
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
、
釉
下
彩
の
細
か
な
線
描

が
す
べ
て
駆
使
さ
れ
て
お
り
、
最
晩
年
に
い
た
っ
て
も
な
お
自
ら
が
培
っ
た
技
術
を
作
品
の

な
か
に
発
揮
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

④SZK006071

《
青
華
竹
林
山
水
図
花
瓶
》
一
点
（
図
12
、
13
、
14
、
15
）

製
作
年

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

法
量
（
㎝
）
高
四
五
・
三

口
径
一
四
・
八

胴
径
二
五
・
七

高
台
径
一
四
・
五

銘

染
付
「（
方
形
内
に
）
友
玉
園
陶
壽
製
」

伝
来

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
宮
内
省
の
依
頼
を
受
け
て
製
作
、
納
品
。

箱
書

�（
蓋
表
墨
書
）「
青
華
竹
林
山
水
図
花
瓶
」、（
蓋
表
紙
貼
）
①
「
花
瓶

第
三
五
八
號

主
殿
寮

陶
竹
林
山
水
」、
②
「
階
下

御
座
所
」、
③
「
物
品
標
示
票
（
記
載
内

容
省
略
）」

図12 �加藤友太郎《青華竹林山水図花瓶》 �
大正4年（1915） 当館収蔵

図13 《青華竹林山水図花瓶》 銘
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（
一
九
〇
七
）
に
宮
内
省
が
西
本
願
寺
の
門
主
大
谷
光
瑞
の
月
見
山
別
邸
と
隣
接
す
る
土
地

を
買
収
し
て
、
翌
年
に
起
工
と
な
っ
た
。

器
形
は
口
縁
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
伸
び
る
太
い
頸
部
、
そ
こ
か
ら
肩
に
か
け
て
張
り
出
し
て

胴
裾
に
向
か
っ
て
窄
ま
り
、
再
び
底
部
に
か
け
て
や
や
広
が
る
。
口
縁
は
水
平
で
は
な
く
、

上
下
に
な
だ
ら
か
な
変
形
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
皇
室
へ
納
入
後
、
い
つ
の
時
期
か
定
か
で

は
な
い
が
大
き
く
破
損
し
て
お
り
、
頸
部
の
付
け
根
か
ら
肩
に
か
け
て
と
、
胴
部
に
線
状
の

銀
繕
い
が
あ
る
。
頸
部
が
細
く
胴
部
の
張
り
出
し
が
大
き
い
《
玉
蜀
黍
図
花
瓶
》
と
比
較
す

る
と
全
体
の
抑
揚
は
や
や
控
え
め
で
、
肩
か
ら
胴
裾
ま
で
の
器
面
全
体
を
画
面
と
し
て
染
付

で
竹
林
山
水
図
を
描
く
。

雄
大
な
景
観
描
写
を
背
景
に
、
川
岸
に
停
め
た
小
舟
を
降
り
て
竹
林
の
な
か
に
あ
る
堂
宇

へ
と
歩
む
高
士
と
従
者
の
童
子
が
描
か
れ
る
。
絵
付
け
は
す
べ
て
染
付
で
行
わ
れ
て
お
り
、

山
中
の
湿
潤
な
大
気
を
感
じ
さ
せ
る
暈
し
を
ほ
ど
こ
し
な
が
ら
中
景
か
ら
遠
景
へ
至
る
奥
行

き
を
表
現
し
て
い
る
。
本
作
品
に
み
ら
れ
る
南
画
風
の
描
写
は
、
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
影

響
を
言
及
さ
れ
る
《
玉
蜀
黍
図
花
瓶
》
の
画
風
と
は
全
く
異
な
る
。
友
太
郎
の
作
品
に
お
け

る
画
題
の
多
様
性
や
異
な
る
画
風
の
存
在
は
、
友
太
郎
の
工
場
で
あ
る
友
玉
園
製
陶
所
に
各

種
の
画
題
に
適
し
た
絵
付
け
を
ほ
ど
こ
す
こ
と
が
で
き
る
複
数
名
の
絵
付
師
が
所
属
し
て
い

た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
そ
れ
を
証
す
る
よ
う
に
、
友
太
郎
の
出
品
歴
（
資
料
2
）
を
確
認

す
る
と
、
明
治
二
十
年
代
以
降
の
展
覧
会
出
品
作
に
は
山
水
図
と
思
し
き
画
題
が
幾
度
も
選

ば
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）�

日
本
美
術
協
会
春
季
美
術
展
覧
会
《
磁
製
拂
暁
山
林
画

花
瓶
》

同
年

 �

シ
カ
ゴ
・
コ
ロ
ン
ブ
ス
万
国
博
覧
会
《Vase-landscape.

》

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）�

第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
《
磁
製
月
夜
山
水
花
瓶
》

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）�

日
本
美
術
協
会
春
季
美
術
展
覧
会
《
磁
製
月
夜
雪
景
画

花
瓶
》

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）�

日
本
美
術
協
会
春
季
美
術
展
覧
会
《
薄
茶
釉
墨
画
山
水

図
香
爐
》

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）�

日
本
美
術
協
会
春
季
美
術
展
覧
会
《
磁
器
墨
画
山
水
図

花
瓶
》

図14 �《青華竹林山水図花瓶》 �
蓋表箱書

図15 �《青華竹林山水図花瓶》 �
蓋裏箱書

箱
書
（
蓋
裏
墨
書
）「
友
玉
園
陶
壽
製
（
朱
文
方
印
「
友
玉
園
陶
壽
製
」）

本
稿
で
初
紹
介
と
な
る
作
品
。
本
作
品
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
竣
工
し
た
武
庫
離

宮
の
装
飾
品
と
し
て
製
作
さ
れ
た
（
註
13
）。
宮
内
省
の
公
文
書
に
よ
る
と
、
翌
大
正
四
年
一

月
十
三
日
付
の
会
計
書
類
に
「
武
庫
離
宮
へ
備
付
品
ト
シ
テ
新
調
」
と
あ
り
、
一
二
〇
円
の

金
額
が
請
求
さ
れ
て
い
る
（
註
14
）。
こ
の
文
書
に
よ
っ
て
、
本
作
品
が
《
東
京
名
勝
図
・
萬

歳
楽
図
衝
立
の
う
ち
「
芝
区
芝
浦
」
扇
面
形
磁
板
》
と
同
じ
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
製

作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
武
庫
離
宮
は
皇
室
の
別
荘
と
し
て
、
明
治
四
十
年
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同
年

 �

パ
リ
万
国
博
覧
会
《
山
水
図
花
瓶
》、《
山
水
図
細
口
花

瓶
》

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）�

第
一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
《
薄
茶
釉
墨
画
山
水
花
瓶
》

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）�

日
本
美
術
協
会
第
三
十
三
回
美
術
展
覧
会
《
磁
製
墨
画

山
水
花
瓶
》

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）�

日
本
美
術
協
会
第
四
十
四
回
美
術
展
覧
会
《
青
華
山
水

大
花
瓶
》

こ
れ
ら
の
作
品
名
称
か
ら
「
薄
茶
釉
」
や
釉
下
彩
の
黒
色
を
用
い
た
、
水
墨
画
風
の
表
現

を
組
み
合
わ
せ
た
山
水
図
様
の
作
品
が
製
作
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
（
註
15
）。
最
晩
年
に
製

作
さ
れ
た
本
作
品
は
、
他
の
釉
下
彩
技
法
を
組
み
合
わ
せ
ず
、
す
べ
て
の
描
写
が
染
付
だ
け

で
な
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

【
年
譜
及
び
出
品
歴
か
ら
う
か
が
え
る
友
太
郎
の
活
動
】

友
太
郎
の
活
動
に
関
し
て
は
、
実
業
家
渋
沢
栄
一
が
事
業
に
関
与
し
て
い
た
た
め
、
渋
沢

の
関
係
資
料
を
ま
と
め
た
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
に
収
録
さ
れ
る
、「
友
玉
園
製
陶
所
」

の
項
に
基
本
資
料
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
（
註
16
）。
ま
た
、
友
太
郎
没
後
の
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
に
冨
山
房
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
陶
器
大
辞
典
』
に
お
い
て
、
陶
磁
研
究
者
の

塩
田
力
蔵
が
「
加
藤
友
太
郎
」
の
項
目
を
執
筆
し
て
い
る
（
註
17
）。
筆
者
の
塩
田
は
生
前
の

友
太
郎
を
よ
く
知
る
人
物
で
あ
る
が
、
辞
典
の
記
述
内
容
の
主
要
な
典
拠
と
な
っ
た
と
み
ら

れ
る
の
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
福
井
常
靜
の
二
つ
の
文
章

で
あ
る
（
註
18
）。
筆
者
の
福
井
常
靜
は
、
友
太
郎
の
養
女
で
友
太
郎
没
後
に
二
代
陶
壽
と

な
っ
た
純
子
の
実
兄
で
あ
る
。
福
井
家
は
、
友
太
郎
が
独
立
し
て
友
玉
園
を
設
立
し
た
際
、

常
靜
と
純
子
の
父
で
あ
る
福
井
常
直
か
ら
資
金
援
助
を
受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
そ
れ
以
降

三
代
に
わ
た
っ
て
友
玉
園
と
関
わ
り
を
持
っ
た
（
註
19
）。
二
代
陶
壽
を
継
い
だ
加
藤
純
子
が

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
死
去
し
た
後
、
福
井
常
靜
が
三
代
陶
壽
を
名
乗
っ
た
。
し
か

し
、
い
ず
れ
の
資
料
も
友
太
郎
が
東
京
に
出
て
き
た
年
や
江
戸
川
製
陶
所
か
ら
独
立
し
た
年

な
ど
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
齟
齬
が
あ
る
。
各
資
料
の
比
較
検
討
は
ま
た
別
の
機
会
に
譲

る
こ
と
と
し
、
以
下
で
は
友
太
郎
の
製
陶
活
動
の
概
要
を
ふ
り
か
え
る
。
本
稿
巻
末
に
友
太

郎
の
年
譜
（
資
料
1
）
と
出
品
歴
（
資
料
2
）
を
掲
載
し
た
。
た
だ
し
、
出
品
歴
は
内
国
勧

業
博
覧
会
、
日
本
美
術
協
会
の
出
品
を
主
に
採
録
し
た
も
の
で
、
友
太
郎
の
全
出
品
歴
を
網

羅
し
た
も
の
で
は
な
い
。

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）、
瀬
戸
の
窯
元
で
あ
る
加
藤
與
八
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
友

太
郎
は
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
東
京
へ
出
て
（
諸
説
あ
り
）、
同
郷
の
川
本
富
太
郎

の
斡
旋
で
初
代
井
上
良
斎
の
陶
房
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
に
内
務

省
勧
業
寮
試
験
場
の
石
膏
型
伝
習
生
と
し
て
、
ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ワ
グ
ネ
ル
、
塩
田
眞
、

納
富
介
次
郎
ら
の
指
導
を
受
け
た
。
翌
九
年
（
一
八
七
六
）
九
月
、
勧
業
寮
試
験
場
の
石
膏

模
型
科
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
、
同
年
十
月
に
瀬
戸
へ
戻
り
石
膏
型
の
技
術
を
広
め
よ
う
と

し
た
も
の
の
、
地
元
で
は
す
ぐ
に
受
け
入
れ
ら
れ
ず
名
古
屋
で
普
及
を
行
っ
た
。
そ
の
技
術

を
見
込
ま
れ
て
、
愛
知
県
の
官
費
生
と
し
て
翌
十
年
（
一
八
七
七
）
一
月
に
再
び
上
京
し
、

試
験
場
で
研
究
を
続
け
た
。
試
験
場
は
官
制
改
革
に
よ
り
内
務
省
か
ら
工
部
省
へ
移
管
さ
れ

た
が
、
同
年
九
月
、
試
験
場
の
機
材
や
施
設
の
一
部
を
譲
渡
さ
れ
た
塩
田
眞
、
納
富
介
次
郎

に
よ
っ
て
江
戸
川
製
陶
所
が
設
立
さ
れ
る
と
、
友
太
郎
は
職
工
と
し
て
同
所
に
所
属
し
た
。

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
に
は
友
太
郎
は
職
工
長
と
な
り
、
一
切
の
製
作
の
監
督
を
任
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
開
催
さ
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
製
陶
所
を

経
営
し
て
い
た
塩
田
眞
、
納
富
介
次
郎
の
名
義
で
七
十
六
点
の
出
品
が
行
わ
れ
た
。
同
博
覧

会
の
第
二
区
第
二
類
焼
窯
製
品
の
出
品
目
録
に
は
製
作
分
担
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

友
太
郎
は
そ
の
う
ち
二
十
一
点
の
製
作
に
関
与
し
、
主
に
素
地
成
形
を
担
当
、
鈕
の
細
工
や

螭
龍
形
の
筆
架
な
ど
も
手
掛
け
て
お
り
、
手
捻
り
に
も
才
を
発
揮
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
（
註
20
）。
同
博
覧
会
に
お
い
て
江
戸
川
製
陶
所
は
協
賛
賞
牌
一
等
を
受
賞
し
た
。

同
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）、
友
太
郎
は
職
工
長
を
務
め
た
江

戸
川
製
陶
所
か
ら
独
立
し
、
江
戸
川
製
陶
所
の
隣
接
地
に
工
場
を
設
立
し
た
。
こ
の
工
場
は

後
に
農
商
務
大
輔
で
あ
っ
た
品
川
弥
二
郎
に
よ
り
友
玉
園
と
名
付
け
ら
れ
る
。
そ
の
翌
年
、

友
太
郎
の
工
場
内
に
農
商
務
省
地
質
調
査
所
の
資
金
補
助
を
得
て
ワ
グ
ネ
ル
の
設
計
に
よ
る

洋
式
新
窯
を
築
き
、
納
富
が
設
計
し
た
江
戸
川
製
陶
所
の
旧
式
窯
と
燃
焼
効
率
な
ど
の
比
較

実
験
を
行
っ
た
（
註
21
）。
こ
の
洋
式
新
窯
を
一
年
後
の
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
払
い

下
げ
を
受
け
、
友
太
郎
の
所
有
と
す
る
。
友
太
郎
は
そ
の
後
も
ワ
グ
ネ
ル
が
考
案
し
た
吾
妻
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焼
の
素
地
製
作
や
試
験
焼
成
に
協
力
し
た
。
こ
れ
ら
の
試
行
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く
友
太

郎
の
本
格
的
な
製
陶
活
動
が
始
ま
る
。

翌
十
八
年
（
一
八
八
五
）
の
繭
絲
織
物
陶
漆
器
共
進
会
で
は
、
友
太
郎
は
協
賛
賞
牌
一
等

を
受
賞
し
、
高
い
評
価
を
得
た
。
こ
の
受
賞
は
共
進
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
方
針
に
関
係
し
て

い
る
。
納
富
介
次
郎
と
塩
田
眞
の
提
言
に
よ
り
、
美
術
的
な
工
芸
、
実
用
性
の
高
い
工
芸
、

日
常
使
用
を
目
的
と
す
る
工
芸
の
三
段
階
に
分
け
て
製
作
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
の

理
由
は
、
欧
米
の
製
陶
事
情
を
視
察
し
て
一
定
の
品
質
の
製
品
を
多
量
に
生
産
す
る
外
国
の

工
芸
産
業
の
あ
り
方
を
目
の
当
た
り
に
し
た
納
富
ら
が
、
そ
れ
ら
に
競
合
で
き
る
よ
う
国
内

窯
業
の
方
針
転
換
を
促
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
註
22
）。
江
戸
川
製
陶
所
で
納
富
、
塩
田
ら
の

薫
陶
を
受
け
た
友
太
郎
は
、
そ
の
出
品
方
針
を
忠
実
に
実
行
に
移
し
た
。
そ
れ
以
降
、
友
太

郎
は
内
国
勧
業
博
覧
会
や
国
内
の
共
進
会
と
い
っ
た
、
美
術
工
芸
以
外
の
実
用
的
な
産
業
陶

磁
の
出
品
が
あ
る
場
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
出
品
を
行
っ
た
。
以
下
に
み
る
通
り
、
繭

絲
織
物
陶
漆
器
共
進
会
以
降
、
そ
れ
が
友
太
郎
の
出
品
方
針
と
な
る
。

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
開
催
さ
れ
た
東
京
府
工
芸
品
共
進
会
で
は
、
受
賞
の
有
無

は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
友
太
郎
は
第
一
類
飲
食
器
、
第
二
類
家
具
及
室
内
粧
飾
具
、
第
五

類
教
育
及
学
術
上
ノ
器
具
に
出
品
し
た
。
美
術
的
な
評
価
が
な
さ
れ
る
第
二
類
家
具
及
室
内

粧
飾
具
で
は
、「
加
藤
友
太
郎
出
品
ノ
平
戸
寫
花
瓶
ハ
染
色
形
状
共
充
分
ノ
製
作
ニ
シ
テ
價

モ
亦
相
當
ナ
ル
ガ
故
ニ
内
外
人
ノ
嗜
好
ニ
適
ス
」
と
、
そ
の
当
時
輸
出
品
と
し
て
海
外
で
も

人
気
の
あ
っ
た
平
戸
焼
（
現
在
の
三
川
内
焼
）
を
写
し
た
作
風
が
高
い
評
価
を
得

た
（
註
23
）。
明
治
十
年
代
か
ら
こ
の
頃
ま
で
の
友
太
郎
の
作
風
が
、
平
戸
焼
の
特
徴
で
も
あ

る
染
付
を
主
体
に
細
工
物
に
も
す
ぐ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ

う
（
註
24
）。

翌
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
以
降
、
日
本
美
術
協
会
の
展
覧
会
へ
の
出
品
が
始
ま

る
。
日
本
美
術
協
会
は
、
日
本
画
及
び
伝
統
的
な
美
術
工
芸
の
振
興
に
力
を
入
れ
た
団
体
で

あ
り
、
友
太
郎
も
博
覧
会
以
外
の
場
で
は
こ
の
日
本
美
術
協
会
を
中
心
に
出
品
を
行
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
前
年
の
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
結
成
さ
れ
た
東
京
彫
工
会
の
展
覧
会
で

あ
る
彫
刻
競
技
会
も
、
友
太
郎
の
主
要
な
出
品
の
場
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
の
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
第
一
部
工
業
で
二
等

進
歩
賞
、
第
二
部
美
術
で
は
二
等
妙
技
賞
を
受
賞
し
た
。
第
二
部
に
出
品
し
た
《
菊
水
紋
花

瓶
》
に
対
し
て
は
「
通
躰
清
雅
ニ
シ
テ
花
紋
優
美
ナ
リ
」
と
審
査
報
告
に
あ
り
、
単
独
で
一

等
妙
技
賞
を
受
賞
し
た
三
代
清
風
與
平
に
次
い
で
高
い
評
価
を
受
け
た
（
註
25
）。
次
の
明
治

二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
も
、
工
業
と
美
術
の
双
方
に
出
品

す
る
方
針
は
継
続
さ
れ
、
第
一
部
工
業
で
は
有
功
三
等
賞
、
第
二
部
美
術
で
は
妙
技
三
等
賞

を
受
賞
し
た
。
第
二
部
美
術
に
出
品
し
た
《
磁
製
月
夜
山
水
花
瓶
》、《
磁
製
浪
千
鳥
花
瓶
》

に
対
し
て
は
、「
二
品
皆
純
潔
頗
ル
精
巧
ナ
リ

特
ニ
月
夜
山
水
ハ
吹
墨
様
ニ
雲
烟
ヲ
摸
シ

テ
筆
意
ヲ
失
ハ
ス
」
と
審
査
報
告
に
あ
る
よ
う
に
、「
吹
墨
様
ニ
」
す
な
わ
ち
吹
絵
に
よ
る

濃
淡
を
つ
け
た
作
品
の
絵
付
け
の
妙
を
評
価
さ
れ
て
い
る
（
註
26
）。
吹
絵
は
近
世
に
染
付
で

用
い
ら
れ
た
吹
墨
技
法
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
エ
イ
ロ
グ
ラ
フ
な
ど
噴
霧
器
を
使
用
し
て

柔
ら
か
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
し
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
完
成
度
の
高
さ
で
、
陶

壽
紅
と
と
も
に
友
太
郎
の
代
表
的
な
技
法
と
な
っ
た
。

明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
は
、
第
五
部
化
学
工
業
第

二
十
二
類
陶
磁
器
、
第
九
部
教
育
・
学
術
・
衛
生
及
経
済
第
五
十
類
学
術
、
第
十
部
美
術
及

美
術
工
芸
第
五
十
八
類
美
術
工
芸
其
一
ノ
四
陶
磁
及
七
宝
に
出
品
し
た
。
そ
の
間
の
明
治

三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
は
友
太
郎
の
代
名
詞
と
な
る
陶
壽
紅
の
発
明
を
始
め
、
前
述
し

た
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
第
一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
に
お
け
る
最
高
位
の
受
賞

も
あ
り
、
次
の
よ
う
に
審
査
報
告
で
も
高
く
評
価
さ
れ
た
が
、
第
四
回
と
同
じ
く
ど
ち
ら
も

三
等
賞
に
と
ど
ま
っ
た
（
註
27
）。

�

加
藤
友
太
郎
ノ
出
品
ハ
前
回
ニ
比
ス
ル
ニ
其
ノ
意
匠
及
ヒ
技
術
ニ
於
テ
著
シ
キ
進
歩
ヲ

現
ハ
セ
リ 

就
中
其
ノ
所
謂
陶
壽
紅
ナ
ル
モ
ノ
ハ
五
年
前
仝
人
ノ
創
製
セ
シ
出
群
ノ
技

ニ
シ
テ
今
回
ノ
出
品
亦
巧
ニ
之
ヲ
應
用
セ
リ 

其
ノ
他
仝
人
ノ
青
華
及
ヒ
彫
刻
ハ
皆
鮮

美
ニ
他
ノ
摸
範
ト
ス
ル
ヲ
得
ヘ
シ

内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
出
品
方
針
を
継
続
し
た
こ
と
に
よ
り
、
友
太
郎
は
鑑
賞
向
け

の
美
術
陶
磁
だ
け
で
な
く
、
実
用
的
な
産
業
陶
磁
の
世
界
で
も
功
績
を
残
し
た
。
明
治

三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
同
三
十
八
年
に
お
け
る
日
露
戦
争
の
際
、
外
地
の
不
衛
生
な

飲
料
水
に
よ
っ
て
体
調
を
崩
す
兵
士
が
多
か
っ
た
た
め
、
友
太
郎
は
携
帯
可
能
な
濾
過
器
を

発
明
し
、「
陶
壽
式
濾
過
器
」
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
（
註
28
）。
し
か
し
な
が
ら
、
海
外
に
お
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け
る
博
覧
会
で
は
友
太
郎
へ
の
高
評
は
続
く
も
の
の
、
国
内
で
の
評
価
は
陰
り
を
見
せ
始
め

る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
友
玉
園
製
陶
所
を
牛
込
区
新
小
川

町
か
ら
荏
原
郡
大
崎
町
へ
移
転
を
計
画
し
た
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
み
ら

れ
、
同
年
に
開
催
さ
れ
た
東
京
勧
業
博
覧
会
の
審
査
評
語
で
も
、
そ
れ
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
（
註
29
）。

�

加
藤
友
太
郎
、
竹
本
皐
一
ノ
出
品
ハ
例
ニ
依
リ
一
種
優
雅
ノ
美
術
工
藝
品
タ
ル
ヲ
失
ハ

サ
ル
モ
較
々
變
化
ニ
乏
シ
キ
ノ
嫌
ナ
キ
ニ
非
サ
ル
カ
如
シ 

聞
ク
加
藤
友
太
郎
ハ
新
式

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

経
営
準
備
中
ナ
リ
ト

4

4

4

4

4

4

4

4 

宜
シ
ク
來
ル
日
本
大
博
覧
會
ニ
於
テ
ハ
其
精
品
ヲ
出
陳
シ
以
テ

大
ニ
其
技
能
ヲ
發
揚
ス
ヘ
キ
ナ
リ
（
傍
点
は
引
用
者
）

出
品
時
の
記
載
を
み
る
と
、
こ
の
と
き
の
住
所
は
ま
だ
牛
込
区
新
小
川
町
と
な
っ
て
お

り
、
東
京
勧
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
は
新
工
場
の
建
設
途
中

で
あ
っ
た
。
工
場
移
転
の
慌
た
だ
し
さ
の
た
め
、
出
品
作
は
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
「
優
雅
」

さ
を
湛
え
て
は
い
た
も
の
の
、「
變
化
ニ
乏
シ
キ
」
作
品
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
翌

年
に
な
っ
て
移
転
が
行
わ
れ
た
新
工
場
は
、
荏
原
郡
大
崎
村
居
木
橋
（
現
在
の
東
京
都
品
川

区
大
崎
一
丁
目
）
に
敷
地
千
五
百
坪
の
敷
地
を
得
て
、
そ
こ
に
約
三
百
坪
の
工
場
の
建
物
を

建
て
た
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
移
転
し
て
直
後
の
明
治
四
十
一
年

（
一
九
〇
八
）
九
月
三
十
日
に
目
黒
川
の
氾
濫
が
あ
り
、
工
場
は
浸
水
被
害
を
被
っ
た
。
こ

の
被
災
は
新
工
場
に
賭
け
た
友
太
郎
の
目
論
見
を
挫
く
こ
と
と
な
っ
た
上
、
友
太
郎
自
身
も

心
臓
病
に
よ
り
健
康
を
害
し
た
た
め
、
以
前
ほ
ど
精
力
的
に
製
作
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
出
品
歴
を
確
認
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
後
も
明
治

四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
の
日
英
博
覧
会
な
ど
の
海
外
の
博
覧
会
や
日
本
美
術
協
会
の
展
覧

会
へ
の
出
品
を
続
け
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
職
人
気
質
の
友
太
郎
が
大
規
模
な
工
場
を
運

営
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
も
困
難
と
な
り
、
工
場
移
転
の
際
に
支
援
を
目
的
に
結
成
さ
れ
た

匿
名
組
合
の
監
督
で
あ
っ
た
工
学
博
士
の
高
松
豊
吉
が
工
場
運
営
に
助
力
し
た
と
い

う
（
註
30
）。
そ
し
て
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
二
月
二
十
七
日
、
友
太
郎
は
六
十
六
歳
で

永
眠
し
た
（
註
31
）。

【
加
藤
友
太
郎
と
皇
室
の
関
わ
り
】

最
後
に
友
太
郎
と
皇
室
の
関
わ
り
を
、
年
譜
（
資
料
1
）
と
出
品
歴
（
資
料
2
）
と
と
も

に
、
宮
内
省
に
よ
る
作
品
購
入
記
録
（
資
料
3
）
を
も
と
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
出
品

歴
か
ら
確
認
で
き
る
最
初
の
宮
内
省
御
用
品
は
、
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
の
第
四
回

内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
作
で
あ
る
が
、
宮
内
省
側
の
文
書
で
は
明
治
十
八
年

（
一
八
八
五
）
の
繭
絲
織
物
陶
漆
器
共
進
会
に
お
い
て
初
め
て
買
上
げ
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
れ
以
降
、
内
国
勧
業
博
覧
会
の
ほ
か
、
日
本
美
術
協
会
、
東
京
彫
工
会
、
東
京
勧

業
博
覧
会
、
東
京
大
正
博
覧
会
な
ど
、
た
び
た
び
買
上
げ
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
武
庫
離

宮
の
室
内
装
飾
で
あ
っ
た
当
館
収
蔵
品
の
他
に
も
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
以
降
、

御
用
邸
の
装
飾
品
を
製
作
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
に
友
太
郎
は
磁
器
用
釉
下
彩
の
赤
色
顔
料
で
あ
る
陶
壽
紅

を
開
発
し
た
。
陶
壽
紅
を
用
い
て
旭
桜
図
を
描
い
た
花
瓶
を
製
作
し
、
大
日
本
窯
業
協
会
会

頭
の
品
川
弥
二
郎
を
通
じ
て
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
に
献
上
し
た
（
註
32
）。
そ
れ
に
先
立
つ

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
の
『
実
業
之
日
本
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
に
は
、「
近
年
し

ば
し
ば
宮
内
省
よ
り
宮
中
御
用
品
の
調
達
を
命
ぜ
ら
れ
面
目
を
施
さ
れ
し
」
と
あ
り
、
こ
の

頃
す
で
に
宮
内
省
か
ら
依
頼
を
受
け
て
作
品
を
納
入
し
て
い
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ

る
（
註
33
）。
こ
れ
は
展
覧
会
に
お
け
る
出
品
作
品
の
買
上
げ
と
は
異
な
り
、
宮
内
省
側
か
ら

具
体
的
な
指
示
を
受
け
て
製
作
す
る
特
別
注
文
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
三
代
陶
壽

を
襲
名
し
た
福
井
常
靜
も
「
友
玉
園
は
公
私
の
信
用
も
厚
く
屢
々
宮
内
省
御
用
を
も
承
は
り

磁
製
食
器
類
各
種
の
大
口
御
注
文
を
完
納
し
た
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お

り
、
宮
内
省
側
の
記
録
を
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
磁
器
製
食
器
の
大
口
注
文
を

受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
（
註
34
）。

当
館
収
蔵
品
の
《
玉
蜀
黍
図
花
瓶
》
が
出
品
さ
れ
た
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
第

一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
は
、
皇
室
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
も
友
太
郎
の
製
陶
家
人
生
の
な

か
で
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
る
機
会
で
あ
っ
た
。
本
共
進
会
は
大
日
本
窯
業
協
会
の
主
催
に
よ
り

同
年
九
月
一
日
か
ら
九
月
三
十
日
に
か
け
て
、
上
野
の
日
本
美
術
協
会
列
品
館
で
開
催
さ
れ

た
（
註
35
）。
出
品
分
野
は
第
一
類 

装
飾
ヲ
主
ト
セ
ル
陶
磁
製
品
、
第
二
類 

實
用
ヲ
主
ト
セ

ル
陶
磁
製
品
、
第
三
類 

七
宝
及
琺
瑯
製
品
、
第
四
類 

玻
璃
製
品
、
第
五
類 

セ
メ
ン
ト
・

煉
瓦
・
敷
瓦
・
其
他
建
築
用
品
、
第
六
類 

意
匠
図
案
及
模
型
、
と
窯
業
分
野
全
般
に
わ
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た
っ
た
。
日
本
全
国
の
窯
業
関
係
者
の
出
品
を
一
堂
に
集
め
た
初
の
展
覧
会
で
あ
っ
た
た

め
、
天
皇
（
明
治
天
皇
）
か
ら
金
三
〇
〇
円
、
皇
后
（
昭
憲
皇
太
后
）
か
ら
金
二
〇
〇
円
、

皇
太
子
（
大
正
天
皇
）
か
ら
金
五
十
円
が
下
賜
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
参
考
室
に
陳
列
さ
れ
た

御
物
《
青
磁
浮
牡
丹
花
瓶
》
一
対
（
当
館
収
蔵
品
の
法
隆
寺
献
納
宝
物
）
の
貸
下
げ
や
、
皇

后
と
皇
太
子
に
よ
る
会
場
へ
の
行
啓
な
ど
、
皇
室
に
よ
る
少
な
く
な
い
支
援
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
国
内
窯
業
界
を
挙
げ
て
行
わ
れ
た
共
進
会
に
お
い
て
、
友
太
郎
が
出
品
し
た
《
玉
蜀
黍

図
花
瓶
》
は
、
最
高
位
と
な
る
一
等
賞
金
牌
を
佐
賀
県
の
香
蘭
合
名
会
社
と
と
も
に
受
賞
す

る
栄
誉
に
浴
し
た
。
そ
し
て
、《
玉
蜀
黍
図
花
瓶
》
は
明
治
天
皇
が
差
遣
し
た
東
園
基
愛
侍

従
に
よ
り
、
皇
后
は
行
啓
の
際
に
《
波
上
旭
画
花
瓶
》
を
自
ら
選
定
し
、
友
太
郎
の
出
品
し

た
二
作
品
が
宮
内
省
御
用
品
と
な
っ
た
。

皇
后
と
皇
太
子
の
行
啓
は
会
期
終
盤
の
九
月
二
十
七
日
に
実
施
さ
れ
、
会
場
内
の
御
休
憩

所
に
お
い
て
余
興
と
し
て
宮
川
香
山
と
加
藤
友
太
郎
の
両
名
に
よ
る
御
前
製
作
が
行
わ
れ

た
。
友
太
郎
は
、
加
藤
亀
太
郎
、
飯
塚
千
之
助
を
助
手
と
し
て
従
え
、
以
下
の
四
種
の
製
作

を
披
露
し
た
。

（
第
一
）
西
洋
法
に
よ
り
小
花
瓶
・
コ
ッ
プ
鋳
込
製
造
の
事

�（
第
二
）�

日
本
製
造
法
に
よ
り
煎
茶
々
碗
・
急
須
・
菓
子
鉢
・
徳
利
・
花
瓶
轆
轤
手
造

り
の
事

（
第
三
）
第
一
の
鋳
込
製
品
取
出
の
事

（
第
四
）
煎
茶
々
碗
削
り
仕
上
の
事

第
二
の
余
興
で
、
友
太
郎
が
轆
轤
で
花
瓶
を
挽
い
た
際
、
完
成
し
た
花
瓶
の
素
地
を
白
木

の
三
宝
に
載
せ
て
審
査
総
長
の
金
子
堅
太
郎
が
皇
后
の
御
前
に
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
皇
后

が
指
先
で
花
瓶
に
触
れ
た
。
指
紋
が
残
る
ほ
ど
の
強
さ
で
は
な
か
っ
た
が
、
轆
轤
挽
き
の
ま

ま
の
湿
り
気
の
あ
る
素
地
な
の
で
ほ
の
か
に
指
痕
が
残
っ
た
。
友
太
郎
は
そ
の
指
痕
だ
け
を

白
く
残
し
て
周
囲
に
紫
色
の
釉
薬
を
ほ
ど
こ
し
、
口
縁
か
ら
内
側
の
内
面
に
か
け
て
共
進
会

の
会
場
で
あ
る
上
野
の
桜
ヶ
岡
に
因
ん
だ
桜
花
文
様
を
、
陶
壽
紅
を
用
い
て
散
り
ば
め
て
焼

成
し
た
。
そ
し
て
、
完
成
し
た
花
瓶
に
金
子
が
箱
書
を
し
た
た
め
、
再
び
皇
后
の
上
覧
を
経

て
加
藤
家
の
家
宝
と
な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
逸
話
は
「
皇
后
陛
下
御
判
手
の
花
瓶
」
と
し
て

当
時
の
新
聞
記
事
に
も
な
り
、
共
進
会
を
主
催
し
た
大
日
本
窯
業
協
会
の
『
大
日
本
窯
業
協

会
雑
誌
』
に
は
花
瓶
の
挿
図
付
き
で
紹
介
さ
れ
た
（
註
36
、
図
16
）。
こ
の
御
判
手
の
花
瓶

は
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
明
治
神
宮
文
化
館
で
開
催
さ
れ
た
「
昭
憲
皇
太
后
九
十

年
祭
記
念
展

昭
憲
皇
太
后

美
し
き
明
治
の
皇
后
」
に
、《
皇
后
陛
下
御
指
跡
花
瓶
》（
個

人
蔵
）
の
名
称
で
出
品
さ
れ
た
（
註
37
）。

【
む
す
び
】

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
の
第
一
回
全
国
窯
業
品
共
進
会
の
閉
幕
後
、
同
年
十
月

二
十
六
日
に
行
わ
れ
た
大
日
本
窯
業
協
会
の
講
談
会
に
お
い
て
、
友
太
郎
は
次
の
よ
う
な
提

言
を
行
っ
た
。
窯
業
界
の
発
展
の
た
め
に
は
学
者
だ
け
で
な
く
、
製
造
者
も
海
外
の
進
ん
だ

技
術
や
機
械
、
現
地
の
嗜
好
を
実
際
に
渡
航
し
て
研
究
す
べ
き
で
、
国
な
ど
の
組
織
が
窯
業

関
係
者
を
海
外
派
遣
す
る
際
は
製
造
者
も
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
べ
き
で
あ
る
と
（
註
38
）。
長

年
に
わ
た
っ
て
実
製
作
に
た
ず
さ
わ
っ
た
者
な
ら
で
は
の
視
点
で
あ
る
一
方
、
洋
行
帰
り
の

研
究
者
や
博
覧
会
官
僚
ら
が
指
導
す
る
窯
業
界
へ
の
批
判
を
含
ん
だ
発
言
で
あ
る
。

友
太
郎
は
伝
統
的
な
窯
業
地
で
あ
る
瀬
戸
か
ら
明
治
初
期
に
い
ち
早
く
東
京
へ
向
か
い
、

ワ
グ
ネ
ル
や
納
富
ら
殖
産
興
業
を
推
進
す
る
外
国
人
化
学
者
や
技
術
官
僚
か
ら
最
新
の
製
陶

技
術
や
化
学
知
識
を
吸
収
し
た
、
開
明
的
で
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
製
陶
家
で
あ
っ
た
。
美

術
的
な
陶
磁
作
品
だ
け
で
な
く
、
実
用
的
な
産
業
陶
磁
に
も
力
を
注
い
だ
製
作
の
あ
り
方

は
、
同
時
代
の
製
陶
家
の
な
か
で
も
稀
有
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
点
に
お
い

て
、
高
い
技
量
の
み
な
ら
ず
伝
統
的
な
美
意
識
が
重
視
さ
れ
た
明
治
・
大
正
期
の
帝
室
技
芸

員
、
三
代
清
風
與
平
、
初
代
宮
川
香
山
、
初
代
伊
東
陶
山
、
初
代
諏
訪
蘇
山
と
は
製
作
ス
タ

イ
ル
を
異
に
す
る
。
近
世
以
前
か
ら
続
く
京
焼
の
伝
統
が
あ
る
京
都
を
基
盤
に
活
動
し
た
上

記
四
名
に
対
し
て
、
明
治
に
入
っ
て
新
た
に
首
都
と
な
っ
た
東
京
で
西
洋
の
近
代
化
学
の
知

識
と
科
学
技
術
を
背
景
に
製
作
し
た
友
太
郎
の
存
在
は
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。

本
稿
で
は
先
行
研
究
を
土
台
に
出
品
歴
や
年
譜
を
作
成
し
、
加
藤
友
太
郎
の
初
期
か
ら
晩

年
に
い
た
る
活
動
を
捉
え
る
こ
と
を
試
み
た
。
今
後
は
さ
ら
に
友
太
郎
の
作
風
の
変
遷
を
把

握
す
る
べ
く
、
未
紹
介
作
品
の
確
認
、
文
献
資
料
の
収
集
を
継
続
し
た
い
。

�

（
お
か
も
と 

た
か
し

当
館
学
芸
部
企
画
課
主
任
研
究
員
）
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註（
1
）	

関
和
男
『
明
治
釉
下
彩
二

初
代
加
藤
友
太
郎
─
器
銘
に
よ
る
製
作
年
代
の
特
定
─
』、
創
樹
社

美
術
出
版
、
二
〇
二
二
年
。

（
2
）	『
第
一
回
全
國
窯
業
品
共
進
會
報
告
』、
大
日
本
窯
業
協
会
、
一
九
〇
二
年
、
七
十
九
、八
十
一
頁
。

（
3
）	

前
掲
註
2
、
二
十
五
、二
十
六
頁
。

（
4
）	

前
掲
註
2
、
四
十
二
頁
。

（
5
）	「
飛
鳥
井
黄
」
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
を
参
照
。
立
花
昭
「
黄
色
釉
下
顔
料
の
開
発
に
つ
い
て
─

「
飛
鳥
井
黄
」
と
欧
州
諸
窯
の
状
況
─
」、『
岐
阜
県
博
物
館
調
査
研
究
報
告
』
第
四
十
一
号
、
岐

阜
県
博
物
館
、
二
〇
二
一
年
三
月
、
一
～
六
頁
。

（
6
）	

星
野
錫
編
『
第
二
臨
時
増
刊

美
術
画
報

巴
里
博
覧
会
出
品
組
合
製
作
品
』、
画
報
社
、

一
九
〇
〇
年
。

（
7
）	

横
山
り
え
「
東
京
美
術
学
校
委
嘱
製
作
《
綵
観
》
に
つ
い
て
」、『
工
芸
の
世
紀
─
明
治
の
置
物
か

ら
現
代
の
ア
ー
ト
ま
で
』、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
二
〇
〇
三
年
、
二
一
八
～
二
二
六
頁
。

（
8
）	

岡
本
隆
志
「
明
治
期
の
陶
磁
作
品
に
見
ら
れ
る
陽
刻
技
法
の
一
種
に
つ
い
て
」、『
三
の
丸
尚
蔵
館

年
報
・
紀
要
』
第
二
十
二
号
、
宮
内
庁
、
三
十
四
～
四
十
三
頁
。

（
9
）	

関
和
男
、
前
掲
註
1
、
二
十
二
頁
。

（
10
）	『
御
用
度
録 

（
宮
廷
）
八
／
大
正
二
年
』、
識
別
番
号
六
九
四
五
五
、
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。

（
11
）	

本
作
品
が
当
館
で
初
め
て
公
開
さ
れ
た
の
は
次
の
展
覧
会
で
あ
る
。
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
『
祝

美
─
大
正
期
皇
室
御
慶
事
の
品
々
』、
宮
内
庁
、
二
〇
〇
七
年
、
二
十
二
～
二
十
七
頁
。

（
12
）	

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
『
芸
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

資
料
は
繋
ぐ
─
名
作
と
下
絵
・
連

作
』、
芸
大
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
／
六
文
舎
、
二
〇
〇
五
年
、
二
十
七
頁
。
下
絵
の
寸
法

（
㎝
）
は
、
縦
約
一
二
・
二

幅
約
三
六
・
七
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）	

武
庫
離
宮
は
現
在
の
神
戸
市
立
須
磨
離
宮
公
園
内
に
か
つ
て
所
在
し
、
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
の
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
た
。
所
在
地
の
名
を
冠
し
て
須
磨
離
宮
と
呼
ば
れ
る
が
、

正
式
名
称
は
武
庫
離
宮
。

（
14
）	『
御
用
度
録
十
六

大
正
四
年
』、
識
別
番
号
二
一
九
五
九
─
四
、
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
。

（
15
）	

同
じ
く
山
水
図
様
の
《
色
絵
山
水
図
花
瓶
》（
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
所
蔵
）
は
、
二
〇
〇
四

年
に
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
近
代
窯
業
の
父

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
・
ワ
グ

ネ
ル
と
万
国
博
覧
会
」
に
出
品
さ
れ
た
際
、
製
作
年
を
「
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
頃
」
と

し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
同
展
図
録
、
七
十
七
頁
）。
こ
の
明
治
三
十
四
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回

全
国
窯
業
品
共
進
会
の
出
品
作
《
薄
茶
釉
墨
画
山
水
花
瓶
》
の
名
称
か
ら
想
起
さ
れ
る
色
調
と
画

題
は
本
作
品
と
共
通
し
て
お
り
、
同
展
で
推
定
さ
れ
た
製
作
年
代
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
16
）	『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
十
一
巻
、
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
刊
行
会
、
一
九
五
六
年
、
四
三
一
～

四
三
九
頁
。

（
17
）	

塩
田
力
蔵
「
加
藤
友
太
郎
」、『
陶
器
大
辞
典
』
巻
二
、
冨
山
房
、
一
九
三
五
年
、
一
三
四
～

一
三
八
頁
。

（
18
）	

福
井
常
靜
「
友
玉
園
製
陶
所
」、
高
松
博
士
祝
賀
伝
記
刊
行
会
編
『
工
学
博
士
高
松
豊
吉
伝
』、
化

学
工
業
時
報
社
、
一
九
三
二
年
、
三
四
九
～
三
五
三
頁
。
福
井
常
靜
「
我
國
に
於
け
る
洋
式
窯
の

開
祖
友
玉
園
加
藤
製
陶
所
の
起
源
」、『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』
第
四
七
四
号
、
一
九
三
二
年
六

月
、
三
八
一
～
三
八
三
頁
。

（
19
）	

伊
藤
か
お
り
「
■
近
代
陶
磁
を
彩
っ
た
人
々

加
藤
友
太
郎
」、『
近
代
陶
磁
』
第
二
号
、
近
代
国

際
陶
磁
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
、
十
二
頁
。

（
20
）	

宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
が
所
蔵
す
る
『〔
第
二
回
〕
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
写
真
』（
函
架
番

号
Ｂ
八
・
一
八
六
、
枝
番
号
〇
〇
〇
一
）
に
「
二
〇

花
瓶
（
江
戸
川
製
陶
所
出
品
・
加
藤
友
太

郎
）」
と
記
載
さ
れ
た
江
戸
川
製
陶
所
で
友
太
郎
が
製
作
し
た
花
瓶
の
写
真
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）	

加
藤
友
太
郎
、
中
澤
岩
太
「
〇
陶
器
焼
窯
試
験
報
告
」、『
理
学
協
会
雑
誌
』
第
四
巻
、
理
学
協
会

事
務
所
、
一
八
八
三
年
七
月
、
三
二
〇
～
三
二
六
頁
。「
〇
陶
器
窯
新
設
（
農
商
務
省
報
告
）」、

『
官
報
』
第
十
三
号
、
一
八
八
三
年
七
月
十
六
日
、
十
～
十
一
頁
。

（
22
）	

花
井
久
穂
「「
美
術
」
と
「
産
業
」
の
わ
か
れ
道
─
産
地
主
義
の
芽
生
え
と
ワ
グ
ネ
ル
の
「
美
術

の
要
用
」」、『
明
治
・
大
正
時
代
の
日
本
陶
磁
─
産
業
と
工
芸
美
術
』
展
図
録
、
明
治
・
大
正
時

代
の
日
本
陶
磁
展
実
行
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
七
一
頁
。

（
23
）	

山
崎
楽
編
『
東
京
府
工
芸
品
共
進
会
品
評
報
告
』、
敬
業
書
院
、
一
八
八
七
年
、
十
八
頁
。

（
24
）	

東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
が
所
蔵
す
る
《
青
花
龍
耳
瓶
》
は
「
明
治
丙
戌
晩
冬
製

友
玉
園
陶

壽
」
の
箱
書
が
あ
り
、
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
に
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な
作
品
で
あ

る
。
染
付
と
龍
耳
の
細
工
を
組
み
合
わ
せ
た
複
雑
な
器
形
で
、
勧
業
寮
試
験
場
で
習
得
し
た
石
膏

型
を
成
形
の
際
に
使
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
註
20
で
ふ
れ
た
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
の

第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
出
品
作
に
み
ら
れ
る
細
工
に
も
、
そ
の
傾
向
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
25
）	『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告 

第
二
部
』、
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、

一
八
九
一
年
、
一
六
〇
頁
。

（
26
）	『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告 

第
二
部
』、
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
、

一
八
九
六
年
、
一
七
三
頁
。

（
27
）	

藤
江
永
孝
「
第
二
十
二
類

陶
磁
器

其
一
、二
、三
」、
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
事
務
局
編

『
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
報
告

第
五
部

巻
之
四
』、
長
谷
川
正
直
、
一
九
〇
四
年
、
四

頁
。

（
28
）	「
▲
陶
壽
式
濾
過
器
の
發
明
」、『
読
売
新
聞
』、
一
九
〇
五
年
七
月
二
十
八
日
朝
刊
。
錦
人
「
陶
壽

式
濾
過
器

発
明
者

加
藤
友
太
郎
氏
」、『
財
界
』
第
三
巻
第
五
号
、
一
九
〇
五
年
八
月
、

三
十
三
、三
十
四
頁
。
間
水
居
主
人
「
陶
業
界
に
於
け
る
加
藤
陶
壽
氏
の
半
面
」、『
実
業
世
界
』

第
三
年
第
二
十
号
、
理
財
新
報
社
、
一
九
〇
九
年
六
月
、
三
十
頁
。

（
29
）	

藤
江
永
孝
「
第
九
部

第
八
十
二
類

陶
磁
器
」、『
東
京
勧
業
博
覧
會
審
査
報
告
巻
六
』、
東
京

府
廰
、
一
九
〇
八
年
、
二
九
四
頁
。

（
30
）	

福
井
常
靜
「
友
玉
園
製
陶
所
」、
前
掲
註
18
、
三
五
二
頁
。
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（
31
）	「
加
藤
友
太
郎
氏
逝
く
」、『
読
売
新
聞
』、
一
九
一
六
年
三
月
一
日
朝
刊
。「
加
藤
友
太
郎
氏
逝

く
」、『
建
築
工
芸
叢
誌
』、
第
二
期
第
十
七
冊
、
建
築
工
芸
協
会
、
一
九
一
六
年
三
月
、
三
十
八

頁
。

（
32
）	

塩
田
力
蔵
、
前
掲
註
17
、
一
三
六
頁
。

（
33
）	

横
井
時
冬
「
傳
記
逸
聞

友
玉
園
加
藤
陶
壽
氏
の
事
蹟
」、『
実
業
之
日
本
』
第
一
巻
第
八
号
、
実

業
之
日
本
社
、
一
八
九
八
年
一
月
、
三
十
二
頁
。

（
34
）	

福
井
常
靜
「
友
玉
園
製
陶
所
」、
前
掲
註
18
、
三
五
二
頁
。

（
35
）	

前
掲
註
2
、
一
頁
。
以
下
、
本
文
中
の
共
進
会
に
関
す
る
内
容
は
本
書
に
基
づ
く
。

（
36
）	「
●
皇
后
陛
下
御
判
手
の
花
瓶
」、「
読
売
新
聞
」、
一
九
〇
二
年
三
月
一
日
朝
刊
。「
皇
后
陛
下
御

指
跡
花
瓶
」、『
大
日
本
窯
業
協
会
雑
誌
』、
第
十
一
巻
第
一
二
六
号
、
一
九
〇
三
年
六
月
、

二
〇
三
頁
（
図
16
）。
塩
田
力
蔵
、
前
掲
註
17
、
一
三
七
頁
。

（
37
）	『
昭
憲
皇
太
后
九
十
年
祭
記
念
展

昭
憲
皇
太
后

美
し
き
明
治
の
皇
后
』、
明
治
神
宮
、

二
〇
〇
四
年
、
六
十
三
頁
。

（
38
）	

前
掲
註
2
、
一
〇
四
～
一
〇
七
頁
。

図
版
出
典

図
10

筆
者
撮
影

図
16

https://doi.org/10.2109/jcersj1892.11.126_Plate1

謝
辞

�

宮
内
省
の
購
入
記
録
に
関
す
る
公
文
書
調
査
で
は
針
生
す
ぐ
り
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
服
部
文
孝
様
よ
り
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
名
前
を
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

図16 �加藤友太郎「皇后陛下御指跡花瓶」、�
『大日本窯業協会雑誌』、�
第11巻第126号、�
明治36年（1903）6月
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和暦 西暦 事項
嘉永 4 年 1851 9 月、瀬戸の窯元加藤與八の次男として生まれる。
明治 7 年 1874 24歳で東京へ上京し、瀬戸の同業者川本富太郎の斡旋で同郷出身の初代井上良斎の浅草橋場町の陶房に入る。
明治 8 年 1875 七宝会社社長村松彦七の世話により、 7 月に内山下町の博物館に設立された内務省勧業寮試験場の石膏型伝習生とし

て、ゴットフリート・ワグネル、塩田眞、納富介次郎、川原忠次郎らの指導を受ける。
明治 9 年 1876 9 月、勧業寮試験場の石膏模型科第 1 期生として卒業。10月、瀬戸に戻り、加藤五助や川本桝吉らに石膏型の技術を

教えるが、失業を恐れた多数の轆轤工の反発に遭う。その後、名古屋の岡谷惣助のもとで西洋轆轤と石膏型を安場保
和・愛知県令らに披露し、技術を伝えた。この頃、ワグネルの指導により、重クローム酸加里を粉にして硫黄華を加
えて焼き上げ、青呉須を製する方法を授かる。

明治10年 1877 1 月、官制改革により内務省勧業寮が廃止され、それらの事業を引き継いだ工部省工作局の小石川出張所に試験場が
移転する。同月、名古屋で評価を高めた友太郎は、愛知県の官費生として上京し、 2 月まで再び試験場で研究を続け
る。 9 月、塩田眞、納富介次郎によって、江戸川沿いの東京市牛込区新小川町 2 丁目10番地に江戸川製陶所が設立さ
れる。友太郎は同所の職工となり、賞状を 5 度受ける。江戸川製陶所は塩田眞が所長、納富介次郎が技師長となった

（明治17年に閉鎖）。以降、友太郎は 2 年間にわたり、納富が築いた和洋折衷窯について研究する。
明治12年 1879 3 月、江戸川製陶所の職工長となる。12月、塩田眞より一切の監督を委任される。
明治14年 1881 7 月、塩田眞の許しを得て江戸川製陶所を辞めて独立し、東京市牛込区新小川町 2 丁目 8 番地（江戸川製陶所の隣接

地）に工場を設立する。
明治15年 1882 6 月、農商務省地質調査所の資金により、ワグネルが設計した洋式新窯を友太郎の工場内に築造する。この洋式新窯

で化学用坩堝及び試験皿等を試験焼成し、輸入品に匹敵する成果を得る。工場は農商務大輔・品川弥二郎によって友
玉園と名付けられ、友太郎は平野勝の命銘によって陶壽と名乗った。

明治16年 1883 6 月、ワグネル設計の洋式新窯が地質調査所より友太郎に払下げられる。ワグネルが考案した釉下彩陶器（吾妻焼）
の試験焼成を依頼される。義弟の飯塚千之助を支配人として製陶一切を担当させる。

明治19年 1886 釉下彩の紫色顔料の研究を始める。
明治20年 1887 この頃から釉下彩に用いる赤色顔料を求めて、国内および欧米の鉱石を集めて研究する。
明治23年 1890 釉下彩の紫色顔料の開発に成功する。
明治26年 1893 釉下彩の黄色顔料の開発にほぼ成功するが、明治29年 2 月に「飛鳥井黄」が成功してから、岐阜県恵那郡苗木村産の

フェルグソナイト鉱石を用いるようになる。
明治28年 1895 11月、井上治三郎、河原徳立、中島正而、白羽長次郎らと陶磁工業の発達隆盛と競争乱造・乱売を防ぐため、府下陶

磁工業組合を設立する。
明治29年 1896 鉄鉱釉の試験標本の間に極少しばかり赤色を認める。
明治32年 1899 2 月、釉下彩の赤色顔料の開発に成功する。同色を用いて旭桜図を花瓶に描き、大日本窯業協会会頭・品川弥二郎を

通じて皇后（昭憲皇太后）へ献上された。この色を「陶壽紅」と名づける。 5 月、上野公園で開催された春季美術展
覧会に出品した「旭日鳴烏の図花瓶」に初めて陶壽紅を用いる。

明治33年 1900 平面耐広象嵌法（白象嵌によって磁器に波または羽毛などを表す技法）に成功する。
明治34年 1901 9 月27日、第 1 回全国窯業品共進会に行啓した皇后が、友太郎が轆轤挽きした花瓶素地に触れる。花瓶はその指痕を

残したまま焼成され、皇后御覧の後、「御判手の花瓶」として加藤家の家宝となる。
明治38年 1905 7 月、陶壽式濾過器を発明する。
明治40年 1907 品川弥二郎の口添えで渋沢栄一らの支援を受けて、匿名組合友玉園製陶所を設立し、荏原郡大崎村居木橋に敷地1500

坪に約300坪の工場を建設し、北村彌一郎設計の倒焔式竪窯のほか数個の補助窯を築造する。
明治41年 1908 荏原郡大崎村居木橋341番地の新工場に移転する。東京工業試験所の初代所長高山甚太郎、二代所長高松豊吉の協力

を得て、新式の製陶機械を導入して、ガスや電気の動力を用いて事業を発展させようとしたところ、目黒川の水害に
遭ったため、工場周囲に煉瓦壁をめぐらせる。

大正 5 年 1916 2 月27日、66歳で病死。生前に受領した内外の名誉大賞21個、金銀賞37個、銅賞30個、銀盃22個、木盃その他名誉褒
状は多数。友太郎の墓地は新宿区弁天町の宗参寺にある。

（註）本年譜の作成に当たって、以下の資料を参照した。
加藤友太郎「〇陶器焼窯試験報告」、『理学協会雑誌』第4巻、理学協会事務所、1883年7月、320～326頁

「〇府下陶磁工業組合の設立」、『読売新聞』、1895年11月13日朝刊
横井時冬「傳記逸聞 友玉園加藤陶壽氏の事蹟」、『実業之日本』第1巻第8号、実業之日本社、1898年1月、32頁
横井時冬『日本工業史 訂補三版』、吉川弘文館、1902年、278～284頁

「▲陶壽式濾過器の發明」、『読売新聞』、1905年7月28日朝刊
石井研堂「世界の発明者列伝中に入るべき本窯紅顔料の発見者加藤友太郎氏」、『実業少年』第5巻第5号、博文館、17～21頁
大日本窯業協会編『日本近世窯業史 第三編 陶磁器工業』、大日本窯業協会、1922年、1442～1452、1458～1460頁
植田豊橘編『ドクトル・ゴツトフリード・ワグネル伝』、博覧会出版協会、1925年、24～25頁
福井常靜「友玉園製陶所」、高松博士祝賀伝記刊行会編『工学博士高松豊吉伝』、化学工業時報社、1932年、349～353頁
福井常靜「我國に於ける洋式窯の開祖友玉園加藤製陶所の起源」、『大日本窯業協会雑誌』40巻第474号、1932年6月、381～383頁
塩田力蔵「加藤友太郎」、『陶器大辞典』巻2、冨山房、1935年、134～138頁
磯ケ谷紫江『日暮里養福寺と梅翁花尊碑』、後苑荘、1938年、39、40頁
渋沢青淵記念財団竜門社編纂「第十節 陶器製造業 第三款 友玉園製陶所」、『渋沢栄一伝記資料』第11巻、渋沢栄一伝記資料刊行会、1956年、431～439頁
桂又三郎編『五品共進会陶器解説 上』、陶磁文献刊行会、1968年、72～73頁
長谷部満彦「加藤友太郎の陶技」、吉田耕三編『現代日本の陶芸』第1巻、講談社、1985年、129～131頁
鎌谷親善「明治初期における陶磁器業の近代化政策」、『化学史研究』35号、化学史学会、1986年、49～70頁
伊藤かおり「■近代陶磁を彩った人々 加藤友太郎」、『近代陶磁』第2号、近代国際陶磁研究会、2001年、12、13頁
荒川正明「加藤友太郎」、『角川日本陶磁大辞典』、角川書店、2002年、307、308頁

「年表」、展覧会図録『近代窯業の父 ゴットフリート・ワグネルと万国博覧会』、愛知県陶磁資料館、2004年、136～139頁
服部文孝「釉下彩のパイオニア・加藤友太郎」、『小さな蕾』463号、創樹社美術出版、2007年、49～55頁
関和男『明治釉下彩2 初代加藤友太郎─器銘による製作年代の特定─』、創樹社美術出版、2022年

資料1 加藤友太郎（初代陶壽）年譜
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和暦 西暦 博覧会名 出品者名義 出品者住所 出品作品名（その他に出品番号、個数、出品区分、
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明治14年 1881 第二回内国勧
業博覧会

塩田眞、納富介
次郎

東京府新小川
町二丁目

壺（二）陶（第二区第二類、鈕細工を担当）

『第二回内国勧業博覧会出品目録 第二区』、
内国勧業博覧会事務局、1881年

花瓶（七）砂（第二区第二類、獅子画を担当）
花瓶（八）砂（第二区第二類、素地成形を担当）
花瓶（一〇）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
三具足（一九）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
香爐（二二）砂（第二区第二類、海魚置上ケ、鈕を担当）
水鉢（二四）陶（第二区第二類、唐草模様浮上ケ、素地成形を
担当）
珈琲注子（二五）磁（第二区第二類、素地成形を担当か）
茶注子（二六）磁（第二区第二類、素地成形を担当か）
砂糖入（二七）磁（第二区第二類、素地成形を担当か）
乳入（二八）磁（第二区第二類、素地成形を担当か）
菓子鉢（三二）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
七寸皿（三五）磁（第二区第二類、素地成形を担当か）
六寸皿（三六）磁（第二区第二類、素地成形を担当か）
盥鉢（三九）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
水次（四〇）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
楊子入（四一）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
石鹸入（四二）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
嗽水入（四三）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
尿器（四四）磁（第二区第二類、素地成形を担当）
筆架（五四）磁（第二区第二類、手捻螭を担当）

江戸川製陶所 東京府小石川
区新小川町 陶磁数品（協賛賞牌一等）

『第二回内国勧業博覧会審査評語Ⅰ 第一区
第二区』、内国勧業博覧会事務局、1881年江戸川製陶所

出品製造人
職工及生徒

東京府 陶磁数品（有功賞牌三等）

明治18年 1885 繭絲織物陶漆
器共進会 加藤友太郎 東京府 青華小皿・青華角皿（第四区第一類・五等賞） 『繭絲織物陶漆器共進会審査報告 第四区第

一類 陶器』、農務局、工務局、1885年

明治20年 1887 東京府工芸品
共進会 加藤友太郎

牛込区新小川
町

（一）珈琲碗 磁器 藍染付 一揃（第一類）

東京府工芸品共進会編『東京府工芸品共進会
出品目録 上』、有隣堂、1887年

（二）小皿 磁器 一組（第一類）

牛込区新小川
町二丁目

（一）花瓶 陶器 唐獅子ノ圖 一對（第二類）
（二）マツチ立 陶器 朝顔模様 二個（第二類）
（一）蒸發皿 陶器 一個（第五類）
（二）蒸發皿 陶器 一個（第五類）
（三）セル 陶器 一個（第五類）
（四）マツプル 陶器 一個（第五類）
（五）試金皿 陶器 一個（第五類）

明治21年 1888
日本美術協会
美 術 展 覧 会
新製品

加藤幸次郎（加
藤友太郎作） 青華丸紋平蓋物

『明治二十一年美術展覧会出品目録 新製品
第五号』、松井忠兵衞、1888年

加藤友太郎

青華彫紋共蓋水指 一個
青華梅花紋共蓋水指 一個
青華古代紋螭耳花瓶 一対
青華奈良茶碗 二個
青華睡布袋香合 二個
青華煎茶碗 五個
青磁獣耳花瓶 一個

明治22年 1889
日本美術協会
美 術 展 覧 会
新製品

加藤友太郎

青華磁花瓶 唐子遊ノ図 一個

『明治二十二年美術展覧会出品目録 新製品
第五号』、松井忠兵衛、1889年

青華磁屹立形 水指柴垣ニ草花模様 一個
青華磁腰細水指 枯木ニ蔦模様 一個
青華磁福寿小蓋物 二個
青華磁茶碗 松画 五個

明治23年 1890 第三回内国勧
業博覧会

加藤友太郎
号友玉園陶寿

牛込区新小川
町二丁目

磁器花瓶（一）（第二部）

『第三回内国勧業博覧会出品目録 追加 第
二部 美術 第四類』、1890年

磁器花瓶（二）（第二部）
磁器水指（三）（第二部）
磁器水指（四）（第二部）
磁器花瓶（五）（第二部）
青華花瓶、青華蓋物（第一部工業・二等進歩賞） 『第三回内国勧業博覧会褒賞授与人名録』、内

国勧業博覧会事務局、1890年菊水紋花瓶（第二部美術・二等妙技賞）

明治24年 1891 日本美術協会
美術展覧会

田中富松（加藤
友太郎作） 柿釉疎竹彫絵向附皿 五個

『明治二十四年美術展覧会出品目録 第四』、
松井忠兵衛、1891年

加藤友太郎

鍋島焼模青華高山鳴鹿図皿 課題不二 一個
鍋島焼青華海藻紋青海波彫皿 一個
鍋島焼青華菊水図皿 一個
青華紅暈富士翔鶴図皿 一個
青華紅暈白土雑嵌群蝶図花瓶 一個
藤紫暈小花瓶 一個
彩釉茄子酒注 一個
薄磁白嵌月梅図水呑 二個
青華羽箒小鼠鎮紙 一個

資料2 加藤友太郎出品歴 （旧字は適宜新字に改めた。■は判読不明の文字。）
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和暦 西暦 博覧会名 出品者名義 出品者住所 出品作品名（その他に出品番号、個数、出品区分、
受賞、売価、分業製作の際の担当などを記載）※ 1 出典

明治25年 1892 日本美術協会
美術展覧会 加藤友太郎

磁製菖蒲抜絵花瓶 一個

『明治二十五年美術展覧会出品目録 第三号』、
松井忠兵衛、1892年

磁製赤龍紋花瓶 一對
磁製月郭公模様花瓶 一對
磁製籬朝顔蓋物 一個
磁製珈琲茶碗 半打

明治26年 1893

日本美術協会
春季美術展覧
会

加藤友太郎

磁製竹画花瓶 一個
『明治二十六年春季美術展覧会出品目録
第二』、森戸鈊太郎、1893年磁製芙蓉画花瓶 一個

窯変褐色小花瓶 一個
磁製鶏画花瓶 一個

『明治二十六年春季美術展覧会出品目録
第四』、長嶋景福、1893年磁製拂暁山林画花瓶 一個

磁製龍頭観音画花瓶 一個

シカゴ・コロ
ンブス万国博
覧会

Kato Tomotaro. 82. Vase-landscape.（WORKS OF DECORATIVE ARTの 
うちPottery, Porcelain, etcの部）

Official Catalogue, Part X, Department K, Fine 
Arts, W.B.Conkey Company, 1893年

Kato, Tomotaro. 128. A landscape on a vase.
Revised Catalogue, Department of Fine Arts: 
with Index of Exhibitions, W.B.Conkey Com-
pany, 1893年

加藤友太郎 東京府 第91部出品 磁器 『官報』第3232号、1894年 4 月12日
加藤友太郎 磁製鯉魚図花瓶（名誉賞） 『角川日本陶磁大辞典』、2002年

明治27年 1894
日本美術協会
春季美術展覧
会

加藤友太郎

磁製籠月椿画花瓶 一個

『明治二十七年春季美術展覧会出品目録 下』、
志村政則、1894年

磁製波龍紋花瓶 一個
磁製淡黄釉梅花瓶 一個
磁製桜花瓶 一個
磁製淡紅釉銀杏香爐 一個

明治28年 1895 第四回内国勧
業博覧会 加藤友太郎 牛込区新小川

町二丁目

花瓶（第一部第十類）

『第四回内国勧業博覧会出品目録一 第一部
工業』、第四回内国勧業博覧会事務局、1895
年

花瓶（二）（第一部第十類）
花瓶（三）（第一部第十類）
花瓶（四）（第一部第十類）
花瓶（五）（第一部第十類）
花瓶（六）（第一部第十類）
花瓶（七）（第一部第十類）
花瓶（八）（第一部第十類）
花瓶（九）（第一部第十類）
花瓶（一〇）（第一部第十類）
花瓶（一一）（第一部第十類）
花瓶（一二）（第一部第十類）
煎茶器（一三）（第一部第十類）
皿（一四）（第一部第十類）
蓋物（一五）（第一部第十類）
蓋物（一六）（第一部第十類）
食器（一七）（第一部第十類）
置物（一八）（第一部第十類）
置物（一九）（第一部第十類）
坩堝（第一部第十四類）
坩堝（二）（第一部第十四類）
磁器坩堝（三）（第一部第十四類）
陶器花瓶（山水）（第二部第二十一類）

『第四回内国勧業博覧会出品目録二 第二部
美術及美術工芸』、第四回内国勧業博覧会事
務局、1895年

陶器花瓶（水辺千鳥）（二）（第二部第二十一類）
陶器花瓶（紅暈波上ノ千鳥）（三）（第二部第二十一類）
陶器花瓶（波上群鳥）（四）（第二部第二十一類）
花瓶（陶器家鴨図入）50円

中島甲之助編『第四回内国勧業博覧会美術館
出品目録』、村上勘兵衛・田中治兵衞、1895
年

花瓶（陶器江上明月図入）20円（宮内省御用品）
花瓶（陶器山家暁雅）50円
花瓶（陶器浪千鳥） 8 円
花瓶（陶器山水模様）50円
花瓶（陶器浪千鳥模様） 8 円
磁製月夜山水花瓶、磁製浪千鳥花瓶（第二部美術・妙技三
等賞） 『第四回内国勧業博覧会授賞人名録』、第四回

内国勧業博覧会事務局、1895年蒸発皿、坩堝（第一部工業・有功三等賞）
花瓶、日本食器（第一部工業・有功三等賞）

明治29年 1896
日本美術協会
春季美術展覧
会

加藤友太郎

磁製筒形茄子画花瓶
『明治二十九年春季美術展覧会出品目録 下』、
志村政則、1896年

磁製月夜雪景画花瓶
磁製茶地小花瓶
磁製秋夜牧童図花瓶

明治30年 1897
日本美術協会
春季美術展覧
会

加藤友太郎

青華茄子画花瓶 一個

『明治三十年春季美術展覧会出品目録 上』、
志村政則、1897年

青華鳩画花瓶
青華波千鳥花瓶 一個
青華朝顔小花瓶 一個
黄地白梅小花瓶 一個
青華竹小花瓶 一個
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明治30年 1897 東京彫工会第
12回競技会 加藤友太郎 東京府

黄暈青華千鳥圖花瓶 一個
『東京彫工会報告』第10号、東京彫工会事務
所、1898年青華象嵌青海波上蝶花瓶 一個（一等褒状）

青華彫刻蕣牛花花瓶 一個（宮内省御用品）

明治31年 1898
日本美術協会
春季美術展覧
会

加藤友太郎
磁製鯉魚図花瓶（三等賞銅牌）

『日本美術協会報告』第 1 次125号、1898年青華茄子図鉢（三等賞銅牌）
磁製青華萬年報寿花瓶

明治32年 1899

日本美術協会
春季美術展覧
会

加藤友太郎

磁製青華水葵之図花瓶 一個

『明治三十二年春季美術展覧会出品目録 全』、
志村政則、1899年

本焼黄釉青華新茄之図花瓶 一個
濃茶釉墨陀之図花瓶 一個
薄茶釉墨画山水図香爐 一個
紫釉芭蕉之図花瓶 一個
旭日鳴鴉之図花瓶 一対
本焼釉象嵌細口花瓶 一個

東京彫工会第
14回競技会 加藤友太郎 東京府

磁製菊花図花瓶 一個
『東京彫工会報告』第12号、東京彫工会事務
所、1900年

磁製菖蒲図花瓶 一個（銅牌擬賞）
磁製老松鶴図香爐 一個
磁製彫刻鶏図花瓶 一個（銀賞牌、宮内省御用品）

一府九県聯合
共進会 加藤友太郎 青華花瓶（二等賞） 『一府九県聯合共進会報告』、東京府、1900年

明治33年 1900

日本美術協会
春季美術展覧
会

加藤友太郎

陶器波旭図花瓶 一個

『明治三十三年春季美術展覧会出品目録 全』、
志村政則、1900年

陶器墨画森塔図花瓶 一個
陶器老松栖鶴図彫香爐 一個
陶器墨画山水図花瓶 一個
陶器菖蒲花彫青華水指 一個
陶器青華鴛鴦図花瓶 一個
陶器旭波図花瓶 一個

パリ万国博覧
会

加藤友太郎

東京 花瓶、香炉 『千九百年巴里万国博覧会出品連合協会報告』、
同出品連合協会残務取扱所刊、1903年

百合図花瓶 『美術画報 第二 臨時増刊 巴里博覧会出
品組合製作品』、画報社刊、1900年

東京 磁器花瓶其他（銀牌） 『官報』第5638号、1902年年 4 月24日

加藤陶壽

山水図花瓶
『美術画報 第二 臨時増刊 巴里博覧会出
品組合製作品』、画報社刊、1900年

鶏図花瓶
山水図細口花瓶
河骨図花瓶

加藤友太郎 磁製老松双鶴図花瓶（名誉大賞） 『角川日本陶磁大辞典』、2002年
東京彫工会第
15回競技会 加藤友太郎

青華葉蘭猫児花瓶（金賞牌、宮内省御用品） 北原濤三郎『東京彫工会第十五回競技会受賞
品図録』、画報社、1900年磁製青海波金魚花瓶（銀賞牌、宮内省御用品）

明治34年 1901

第 1 回全国窯
業品共進会 加藤友太郎

彫刻青華玉蜀黍圖花瓶（宮内省御用品）

『第一回全国窯業品共進会報告』、大日本窯業
協会、1902年

陶寿紅旭日青華波絵花瓶（皇后宮職御用品）
薄茶釉墨画山水花瓶
窯変金結晶釉一輪生
彫刻月下白梅図花瓶
洋犬置物

日本美術協会
美術展覧会 加藤友太郎

磁製黄釉染付龍花瓶 『明治三十四年美術展覧会出品陳列目録 新
製品ノ部』、志村政則、1901年青華■樹緋鸚哥画花瓶

明治35年 1902
日本美術協会
第32回美術展
覧会 新製品
ノ部

加藤友太郎 磁製旭日老松図花瓶（一等賞金牌・宮内省御用品） 『日本美術協会報告』第 1 次163号、1902年
加藤亀之烝（加
藤陶壽作） 東京府 磁製金結晶釉花瓶（宮内省御用品）

『日本美術協会報告』第 1 次164号、1903年加藤亀之烝（加
藤陶壽作） 東京府 磁製浪千鳥香爐（協賛褒状一等）

飯塚千之助（加
藤陶壽作） 東京府 磁製柳描画花瓶（協賛褒状二等）

加藤友太郎 磁製青海波螭龍模様花瓶（日本美術協会より行幸の節、明
治天皇へ献上） 『日本美術協会報告』第 1 次165号、1903年

加藤友太郎 青磁菖蒲額 『明治三十五年 第卅二回美術展覧会出品陳
列目録 新製品ノ部』、志村政則、1902年

明治36年 1903

日本美術協会
第33回美術展
覧会 新製品
ノ部

飯塚千之助（加
藤陶壽作）

磁製菖蒲花瓶

『明治三十六年 第三十三回美術展覧会出品
目録 全』、志村政則、1903年

磁製柿図花瓶

加藤友太郎

磁製墨画山水花瓶
磁製墨画向嶋花瓶
磁製龍図花瓶
磁製蕣花花瓶

第 5 回内国勧
業博覧会 加藤友太郎

牛込区新小川
町二ノ八

老松双鶴図花瓶 『第五回内国勧業博覧会出品目録 第十部
美術及美術工芸』、1903年磁菊花図一輪生

淡紫暈本窯磁菊絵小花瓶（宮内省御用品）
『第五回内国勧業博覧会 東京出品連合会報
告』、東京出品連合会、1903年紫雛菊模様香爐（東宮職御用品）

菊模様香爐（東宮職御用品）

牛込区新小川
町

蒸発皿（第九部・三等賞）
小倉政次郎編『第五回内国勧業博覧会受賞人
名録』、東浪館書房、1903年

青華磁象嵌老松双鶴花瓶（第五部・三等賞）
淡紫暈磁菊花図小花瓶（第五部・三等賞）
坩堝（褒状）
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和暦 西暦 博覧会名 出品者名義 出品者住所 出品作品名（その他に出品番号、個数、出品区分、
受賞、売価、分業製作の際の担当などを記載）※ 1 出典

明治37年 1904

セントルイス
万国博覧会 加藤友太郎 東京 不詳（第四十五部窯業・最高賞受賞） 『官報』第6422号、1904年11月25日

日本美術協会
第35回美術展
覧会

加藤友太郎 東京府 磁製獅子牡丹図花瓶（二等賞銀牌・宮内省御用品） 『日本美術協会報告』第 1 次174号、1904年

明治38年 1905
日本美術協会
第37回美術展
覧会

加藤友太郎

磁窯変牡丹彫花瓶

『明治三十八年 第三十七回美術展覧会出品
目録』、志村政則、1905年

磁かゆう花瓶
磁青釉龍彫花瓶
磁青海波松千鳥花瓶

飯塚千之助（加
藤陶壽作）

磁鯉花瓶
磁紅地木蓮小花瓶

飯塚千之助（加
藤菊壽作）

磁桐花式花生
磁金結晶釉花瓶
磁祥瑞模様菓子器

明治39年 1906
日本美術協会
第39回美術展
覧会

加藤友太郎 東京府
青華蟠桃花瓶（技藝銀賞牌）

『日本美術協会報告』第 1 次188号、1906年
刻磁彩菊紋花瓶（技藝銅賞牌）
窯変金結晶花瓶（技藝褒状一等）

三宅清（加藤友
太郎作） 東京府 彩磁琳花式向付（技藝褒状一等）

明治40年 1907 東京勧業博覧
会

江澤金五郎（加
藤友太郎作） 青華紅釉竹外雙鶏図花瓶（一等賞） 『東京勧業博覧会審査報告 巻一』、東京府庁、

1908年
加藤友太郎 理化学用蒸発皿外一点（第一部第十類）

高木栄吉、清宮秀之助編『東京勧業博覧会実
記』、重宝新聞社、1907年加藤友太郎 牛込区新小川

町 2 ノ 8 陶製坩堝外三点（第十四部第百三十一類）

明治42年 1909
日本美術協会
第44回美術展
覧会

加藤友太郎 東京府
磁製窯変玉垂釉花瓶 『日本美術協会報告』第 1 次208号、1910年
青華山水大花瓶（技藝賞銅牌）

『日本美術協会報告』第 1 次209号、1901年
白磁彫刻獅子牡丹紋花瓶（技藝賞銅牌）

明治43年 1910

日英博覧会
加藤友太郎 東京 磁器遊鯉図花盛鉢（銀賞） 『日英博覧会新美術出品図録』、日英博覧会事

務局編、1910年

加藤友太郎 東京 花瓶茶具其他（名誉大賞） 『日英博覧会授賞人名録』、日英博覧会事務局
編、1910年

第二回東京美
術及美術工藝
展覧会

加藤友太郎 磁製花瓶（二等賞銀牌） 日本美術年鑑編纂部編『日本美術年鑑 第 1
巻（明治43年度）』、画報社、1911年

明治44年 1911

ローマ・トリ
ノ万国博覧会 不詳（グランプリ受賞） 『角川日本陶磁大辞典』、2002年

日本美術協会
第45回美術展
覧会

加藤友太郎 青華飛龍紋花瓶（技藝賞銅牌） 『美術之日本』 3 巻 2 号、1911年

日本美術協会
第47回美術展
覧会

加藤友太郎 青華磁近江八景図花瓶（二等賞銀牌） 『美術之日本』 3 巻11号、1911年

第 2 回全国窯
業品共進会 加藤友太郎 青華花瓶（金賞） 日本美術年鑑編纂部編『日本美術年鑑 第 2

巻（明治44年度）』、画報社、1912年

大正元年 1912
日本美術協会
第49回美術展
覧会

加藤友太郎 白磁香爐（皇后宮職御用品） 『美術之日本』 4 巻12号、1912年

大正 2 年 1913
日本美術協会
第51回美術展
覧会

加藤友太郎
陶寿紅緋音呼図花瓶（二等賞銀牌） 『美術之日本』 5 巻12号、1913年

青磁雲龍透彫花瓶（宮内省御用品） 『画断』創刊第 3 年第25号、1913年

大正 3 年 1914

東京大正博覧
会 加藤友太郎 東京府荏原郡

大崎町361

花瓶
古林亀治郎編『東京大正博覧会出品之精華』、
時事通信社、1914年香炉

置物
日本美術協会
第52回美術展
覧会

加藤友太郎
青磁耳付花瓶（宮内省御用品）

『美術之日本』 6 巻12号、1914年
陶寿紅御所柿香盒（皇后宮職御用品）

大正 5 年 1916
日本美術協会
第54回美術展
覧会

加藤友玉園（二
代陶壽）※ 2 青華磁龍彫花瓶（二等賞銀牌） 『美術之日本』 8 巻 5 号、1916年

大正11年 1922
日本美術協会
故役員遺品展
覧会

天賞堂（加藤友
太郎作）※ 3 磁製一家同慶図花瓶 『日本美術協会報告 第11輯』、1923年

昭和 3 年 1928
日本美術協会
創立50年記念
故役員遺作品
展覧会

福井千尋（加藤
陶壽作）※ 4

昭憲皇太后御指痕花瓶
『創立五十年記念 故役員遺作品展覧会出陳
目録』、1928年青海波龍図花瓶

新磁器朱竹図一輪差花瓶

※1 出品作品名は出典により異なる場合があり、本資料では作品の技法や図様をより詳しく記載しているものについては、重複する可能性があっても採録している。
※2 友太郎（初代陶壽）ではなく、二代陶壽が出品。初代の作品かどうかは不明。
※3 友太郎没後、故人の作品として出品
※4 ※3に同じ
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購入年 西暦 買上となった博覧会名等
または購入名目 納入者名 購入作品名 個数 金額 出典とした公文書 ※ 1

明治18年 1885 繭絲織物陶漆器共進会 加藤友太郎
染付煎茶碗 10個 1 円50銭 「御用度録 購入 5 ／明治18年」

（識別番号69268）桜画高脚菓子器 1 対 80銭

明治28年 1895 第 4 回内国勧業博覧会 加藤友太郎 陶器月夜山水花瓶 1 個 20円 「御用度録 宮廷費什具 2 ／明
治28年」（識別番号69357）

明治29年 1896 日本美術協会春季美術展覧会 加藤友太郎 磁製月夜雪景花瓶 1 個 12円 「臨時買上録明治14・29～30年」
（識別番号1070）

明治30年 1897 東京彫工会第12回彫刻競技会 加藤友太郎 磁製牽牛花花瓶 1 個 25円 「御用度録 宮廷費什具 2 ／明
治30年」（識別番号69367）

明治31年 1898 日本美術協会春季美術展覧会 春季美術展覧会理事
綾瀬和三次 磁製青華万年報寿花瓶 1 個 100円 「御用度録 宮廷費什具 2 ／明

治31年」（識別番号69370）
明治32年 1899 東京彫工会第14回彫刻競技会 加藤友太郎 磁製彫鶏ノ図花瓶 1 個 200円

「臨時買上録明治31～35年」（識
別番号1071）明治33年 1900 東京彫工会第15回彫刻競技会 加藤友太郎

陶製金魚図彫刻花瓶 － 130円
陶製猫児青華蘭彫刻象眼花瓶 － 280円

明治35年 1902 日本美術協会美術展覧会 日本美術協会理事
小森澤長政 磁製旭日老松図花瓶 1 個 360円 「御用度録 宮廷費什具 3 ／明

治35年」（識別番号69388）

明治36年 1903 第 5 回内国勧業博覧会 加藤友太郎 沈紫暈本窯磁菊絵花瓶 1 個 55円
「御用度録 臨時御買上品ノ部
（宮廷）／明治36年」（識別番号
69395）

明治37年 1904 日本美術協会美術展覧会 加藤友太郎 磁製牡丹獅子図花瓶 － 100円
「御用度録 宮廷費文房具書籍
ノ 部 ／ 明 治37年 」（ 識 別 番 号
69397）

明治39年 1906 名古屋離宮、静岡御用邸装設品 加藤友太郎 磁製花瓶：陶壽紅白象眼彫刻双鶏之図 1 個 280円 「御用度録 7 明治39年」（識別番
号21951- 2 ）

明治40年 1907
東京勧業博覧会 加藤友太郎 磁器花瓶：松ニ鯉 1 個 460円 「御用度録 臨時御買上品ノ部

／明治40年」（識別番号69420）

氷川町御用邸装設品 加藤友太郎 青華播桃図花瓶 1 個 150円 「御用度録 6 明治40年」（識別番
号21952- 1 ）

明治43年 1910 東京美術及美術工芸展覧会 加藤友太郎 磁製獅子牡丹模様花瓶 － 300円 「臨時買上録明治42～43年」（識
別番号1072）

明治44年 1911 第 2 回全国窯業品共進会 加藤友太郎 花瓶染付山水 1 個 200円 「臨時買上録明治44～45年」（識
別番号1073）明治45年 1912 第 2 回東京勧業展覧会 ※ 2 加藤友太郎 太白磁彫刻龍ノ図花瓶 1 対 50円

大正 2 年 1913
日本美術協会第51回展覧会 加藤友太郎 青磁雲龍透彫花生 1 個 160円 「御用度録 （宮廷） 8 ／大正 2

年」（識別番号69455）東京彫工会 ※ 3 飯塚仙之助 磁製雲龍彫刻花瓶（新調） 1 個 150円

大正 4 年 1915 武庫離宮備付品 加藤友太郎 青華竹林山水図花瓶 1 個 120円 「御用度録16大正 4 年」（識別番
号21959- 4 ）

※1 出典とした公文書はすべて宮内公文書館所蔵。
※2 第2回東京勧業博覧会は開催されておらず、明治45年（1912）4月に開催予定だったが財政困難のため中止になった日本大博覧会のことか。
※3 展覧会ではなく東京彫工会を通じて新調を依頼したもの。納入者の飯塚仙之助は、友太郎の妻直子の実弟・飯塚千之助と同一人物か。

資料3 公文書から判明した宮内省による加藤友太郎の作品購入歴






